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この事業は、綱 補助金を受けて実施 したものです.
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デー タベ ースは、 わが国 の情 報化の進 展上、重要 な役 割を 果たす もの と期 待 されてい る。

今後 、デ ー タベ ー スの普及 に よ り、 わが 国にお いて健全 な高度情 報化 社会 の形 成が期 待 さ

れ る。 さ らに海 外 に対 して提供 可能 なデ ータベー スの整備 は 、国際 的 な情 報化へ の貢献 お

よび 自由な情報流 通の 確保 の観 点か らも必要 であ る。 しか しなが ら、現在 わ が国 で流通 し

ているデ ー タベ ースの 中でわ が国独 自の もの は1/3に す ぎないの が現状 で あ り、 わが 国

デ ータベ ースサ ー ビス ひいて はバ ラ ンスあ る情 報産 業の健 全 な発 展 を図 るた めに は、わが

国独 自のデ ー タベ ー スの構 築 および デー タベ ース 関連技術 の研 究 開発 を強 力 に促進 し、デ

ー タベ ー スの拡充 を図 る必要 が あ る
。

この よ うな要請 に応 え るた め、(財)デ ータベ ース振興 セ ンタ ーでは 日本 自転車振 興会

か ら機械 工業 振興 資金 の交 付を受 け て、デー タベ ースの構 築 および技 術 開発 につ いて民間

企業 ・ 団体等 に対 して委 託事 業 を実 施 して いる。委 託事業 の 内容 は 、社会 的、経 済 的、国

際的に重 要 で、 また地 域 お よび産業 の発 展の促 進 に寄与 す ると考 え られ てい るデー タベ ー

スの構築 とデー タベ ー ス作 成 の効率 化 、流通 の促 進 、利 用 の 円滑 化 ・容易化 な どに関係 し

た ソフ トウ ェア技術 ・ハ ー ドウェア技術 であ る。

本 事業 の推 進に 当 って、 当財 団に学識経験 者 の方 々で構成 され るデ ー タベ ー ス構築 ・技

術 開発促進 委員 会(委 員 長 山梨学 院大学教 授 蓼 沼良一 氏)を 設置 して い る。

この 「異 分野研 究 の ための 知的オ リエ ンテー シ ョン ・デ ータベ ース システ ムの構 築」 は

平成5年 度 の デー タベ ー スの構 築促進 お よび技 術 開発促進 事業 と して、 当財 団が株 式会社

けいはん なに対 して委 託実施 した課 題 の一つ であ る。 この 成果 が、 デー タベ ース に興 味 を

お持 ちの方 々や諸 分野 の皆様 方 のお役 に立て ば幸 いであ る。

な お、平 成5年 度 デ ー タベ ー スの構築 促進 およ び技 術 開発 促進 事業 で実施 した課題 は次

表の とお りであ る。
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第1章 は じめに

産業技術の急速な発達や企業の異分野進出のニーズの増大により、研究者 ・技術者の重要

性は益々高まっているものの、必要十分なだけの質と量の人材を企業が雇用することは現在、

困難となっている。特に、成長の著 しい情報やエレクトロニクスなどの分野では人材の不足

は著 しく、社会的にも問題となっている。このため、これまで以上に新旧を問わず人材の配

置転換や活用化が重要 となり、自分の専門分野以外の分野に進出する機会の生 じた人の数は

益々増加 しつつある。産業技術の変革、専門分野の特化や学際化の急速な進展はこの増加の

傾向に拍車をかけている。

しかしながら、人材育成の指導者層は企業活動の複雑化、高度化、高付加価値化などによ

り、優秀な人ほど忙 しく、後進を個別に教育する時間がなく、指導者層が不足 しているのが

実状であろう。一方、教育を受ける側からみると、ある分野ではたとえ第一人者であっても

自己の専門以外の分野では勝手が分からず、何が必要な素養であるかも分からないので、学

習の仕方が分からず貴重な時間を無駄に費やしてしまうことが多い。

このような場合、各分野での専門家、第一人者からあるいは大学などの教育 ・研究機関か

ら、その分野においては基礎的あるいは重要な様々な知識、情報を入手 して、これをデータ

ベース化 したインテリジェントなデータベースシステムが構築されていると、これにより、

適切なオリエンテーションやガイダンスを受けることが出来るので、極めて効率的に異分野

のことを勉学できることになり、その効果は非常に大きなものになると期待される。

本格的な本データベースが構築された場合、データベース化された知識 ・情報に何度でも

繰 り返 しコンサル トする事が可能 となる。また、本システムではただ一人の情報ではなく、

多 くの人、多 くの教育 ・研究機関による横断的、網羅的な情報を得ることが出来るという利

点 もある。

したがって、人材教育のノウハウ的な情報をデータベース化 し、システム化、一般化 した

異分野研究のためのオリエンテーション ・データベース ・システムの構築のニーズは極めて

高いものといえよう。

このような知的オリエンテーション・データベースシステムが構築できると、異分野の学

習効率が向上 し、人材の活用や人材の配置 ・転換の効率化が促進されるとともに、異分野の

研究者 ・学習者相互の交流 も促進され、企業活動や産業の振興に役立つことになる。しかも、

このようなシステムはこれまでに類例のない新 しいデータベースシステムとなる。

本研究では、このような異分野研究のための知的オリエンテーション・データベースシス

テムを構築 し、その稼動性を実証するとともに、本格 システムの実現に向け、利用上の問題
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点、操作性、サービス内容等について検討 ・修正を行った結果について述べる。

第2章 、第3章 では、異分野研究 のための知的オリエンテーション ・データベースシステ

ムにおいてサービスするデータの特徴を述べるとともに、開発 したシステムの構成法ならび

に構築 したシステムの構成について述べる。本システムの構築にあたっては、データベース

検索システムを利用 したこともないような初めての利用者が、何の違和感も感 じることなく

本 システムのすべての機能をスマー トに使いこなすことがで きることを目指 して、逐次メ

ニュー方式による対話型案内方式 を第1番 目の情報検索方式 として採用 している。また、逐

次メニュー方式では初心者でもデータベースを容易に利用できるという利点がある反面、人

によってはメニューの階層をたどるのが面倒であったり、思考方式に合わない部分があった

りするので、メニューを横断的 ・垂直的に一括 してたどって、柔軟に効率よく検索できるよ

うな情報検索の手段 として、一括対話方式による対話型案内方式も第2番 目の情報検索方式

として開発 している。

第4章 では、構築 したシステムを用 いて、逐次メニュー方式による対話型案内サービスを

受ける例について具体的に説明する。

第5章 では、提供可能 な情報 の中の各項目を任意に組み合わせた情報を柔軟に効率 よく検

索できることを可能とした一括対話方式による対話型案内サービスを受けた例について説明

する。

第6章 では、本 システムを公衆 回線 など通信ネットワークを介 して実際にオンラインサー

ビスの実施を行なうまでの作業過程などについて説明する。

第7章 では、構築 したシステ ムの特徴 をとりまとめるとともに、オンラインサービスの試

験によって得 られた本システムの評価結果について述べる。

第8章 は、本研 究で得 られた成果 をまとめたものである。
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第2章 知 的 オ リエ ンテ ー ション ・デ ータベ ース シス

テ ム開発 の方 向

2.1本 システムの機 能 と効用

知 的 オ リエ ンテ ーシ ョン ・デ ー タベ ース シス テム に要 求 され る機 能 や特徴 お よび本 デ ー タ

ベ ース システ ム によ り得 られ る効用 は以下 の とお り とな ろ う
。

(1)シ ステム利用の対象者

大学学部卒業 レベルの学力を持つ人で、自分の専門以外の分野に関係する必要が生 じた人

(2)シ ス テ ムの持 つ機 能

a.各 分 野 の体系 を ガイダ ンス を して くれ る。

b.各 分野 の基礎 的履 修 案 内 を して くれ る(必 修科 目名 、科 目内容 の紹介)。

c.各 分 野 を勉学 す るの に必 要 な解 説書 、論 文 を紹 介 して くれ る。

d.シ ス テ ムの利 用 が容 易 で 、 オ ンラ イ ンの利 用 に違 和感 が ない。

e.ユ ーザ ーの ニ ーズ を情報 提供 者 に適切 な形 で フ ィ ー ドバ ックで きる。

上 記 の機 能 ・特徴 を持 つ異分 野研 究 の ため の オ リエ ンテ ー シ ョン ・デ ー タベ ース シ

ス テ ム を構 築す る に当 た って特 に留 意 すべ き点 は次 の点 で あ る。す なわ ち 、 これは本

デ ー タベ ース シス テ ムの性格 よ り生ず る必 要性 で あ るが 、本 デ ー タベ ース システ ム で

は利 用 の対 象 となる人 は極 め て多 くな る と予 想 され る ものの 、特別 な場合 を除 くと利

用 の頻 度 は一人 一 人 に とっ ては比較 的少 な く、 しか もシス テ ム利 用 者 が直接 本 システ

ム を利用 す る必 要が あ る と考 え られ る。 この ため 、本 シス テ ム は、 これ までのデ ー タ

ベ ース システ ム と異 な り、デ ー タベ ース検 索 シス テ ム を利 用 した こ ともない ような初

めて の利 用 者が 、何 の違和 感 も感 じる こ とな く本 システ ムのす べ ての機 能 をス マ ー ト

に使 い こなす こ とが で きる よ うに構 築 され る必 要 が あ る こ とであ る。 したが って 、本

シス テ ム は情 報検 索 の ノ ウハ ウ をシス テ ム 自身 に知識 ベ ース と して持 たせ た イ ンテ リ

ジ ェ ン ト ・システ ム とな って い なけ れば な らない こ とに な る。

この必 要性 は、別 の観 点か ら次 の ように言 うこ ともで きる。す なわ ち、人材育成 、異

分野 学 習 の オ リエ ンテ ーシ ョンや ガイ ダ ンス のサ ー ビス その ものが 、多種 多様 で非定

型 な ノ ウハ ウ的 な情 報 の提 供 を必 要 とす る ため、 この機 能 実現 の必 要性 か ら も、本 オ

リエ ンテ ー シ ョン ・システ ム の実現 のた め には、知 識工 学 的手 法 を活用 した画 期 的 な

デ ー タベ ース シス テ ムの 開発 を行 う必 要性 が あ る とい う こ とで あ る。
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(3)シ ステム利用の効用

本 システムの支援により、ある専門分野において必要とされる基礎的素養ならびに

現在の発展 レベルを把握することができ、各自の業務遂行に必要な情報を記載 してあ

る内外の基本的、正統的、重要な解説書、専門書、論文を知ることが出来るので、オ

リエンテーションに従って勉学すれば、専門分野に於ける最先端の論文を独力で読解

できるようになる。

また、その分野を専門的に研究 している大学並びに大学院の学部、学科、研究科、専攻

等の情報や、講義内容や研究テーマ等に関する情報や最先端の研究者に関する情報等を

入手できる。このため、中小企業などの中でこれまで大学 とコンタクトのなかった企業

でも、これらの情報がきっかけとなり相互の交流が生まれることも期待される。さらに、

これまで大学の研究者と何 らかのヒューマン・ネットワークが出来ているような大企業

の場合でも、企業が大学のすべての研究者 ・講座の活動を客観的・横断的・網羅的に知っ

ているとは言えない場合が多いので、相互の研究の課題の解決に向けた新たな協力関係

が生まれる可能性 も高いと期待される。また、最近大学院の門戸が社会人にも広 く開放

され、企業に籍をおいた研究開発部門の研究者にも大学院に入学 し、研究能力の一層の

開発を図ったり、博士号取得のための研究を行うことなどが可能となった。このため、

一旦大学を卒業 した研究者 ・技術者等が大学院へ進学することも盛んになってきたが、

この場合なども本システムを利用すれば、新たに始める研究内容にふさわしい大学院 ・

研究科・専攻の研究施設・講座を見い出すのに大 きな支援を受けれるものと考えられる。

2.2本 システムの構 築の原則

知 的 オ リエ ンテ ー シ ョン ・デ ー タベ ース システ ム構 築 にあ たって の原 則 を述 べ る と以 下の

とお り とな ろう。

(1)ニ ーズが高 く、 またデ ー タベ ース化 の コス トの 安 い情報 のデ ー タベ ース化 を行 う。

(2)デ ー タベ ース化す る情報 は出来 るだけ その ま まの形 で フ ァイル化す る。

(3)既 存 のデ ー タベ ースのサ ー ビス は 出来 るだけ活 用す る もの と し、本 デ ー タベ ー ス シス

テ ム は独 自の特徴 あ る情 報サ ー ビス提 供 を行 う もの とす る。

(4)デ ー タベ ース の利 用 の方 法 は 出来 るだけ簡 単 となるデ ー タベ ース シス テ ム とす る。

(5)提 供す る情報 につ いて は 、出典 を明 らか にす る もの とす る。

(1)は デ ー タベ ー ス構 築の大 前提 で特 に説 明す る まで もない 。本研 究 で は どの よ うな情 報

の ニ ーズが高 いか につ い て検 討 を行 う。
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(2)は 多種 多様 な情報 のデ ー タベ ース化 を行 うため に必須 であ る。(2)の 目的のため に、デ ー

タベ ース システ ム構 築 者が 主体的 に生 デ ー タのデ ー タフ ァイルへ の加工 を行 う もの とす る。

(3)は 本 シ ステ ム で は異 分野 の オ リエ ンテ ー シ ョンや交流 の た めの情 報 の提 供 を第1の 目

的 と して い るの で、既 存 の文献検 索 サ ー ビス な ど、既存 の シス テ ムで まか な うこ との出来 る

サ ー ビス はそ の システ ム を利用 して も らうこ と とす る。す なわ ち、本 デ ー タベ ース システ ム

は既存 のデ ー タベ ース で はサ ー ビス 出来 ない情報 を出来 る だけ提 供 で きる ように努 める もの

とす る。

(4)の ため に、最 近 の ハ ー ドお よび ソ フ トの技 術 を利用 し、 イ ンテ リジ ェ ン トでユ ーザ フ

レン ド リー なデ ー タベ ース システ ム を構 築す る こ とを目指す 。

(5)は 、特 に説 明す る まで もない こ とで あ る。

本 研 究 で開発す る知 的 オ リエ ンテ ー シ ョン ・デ ータベ ース シス テ ムを構 築 す る にあ たって、

留 意す べ き特徴 を述 べ る と次 の通 りであ る。

(a)利 用者 の多 くはデ ー タベ ースの利用 が初 めてか、ほ とん ど利 用 した こ とが ない人 となる。

この ため 、構 築 の原 則(4)で も述べ た よ うに、利 用 の容易 なデ ー タベ ー ス システ ムの構築

が必 須 とな る。 また、デ ー タベ ース システ ム 自体 が インテ リジ ェ ン トな機 能 を持 ち 、利用 者

を支援 す る必 要 が あ る。

(b)異 分野 の学 習 ・研 究 の ため に必 要 なデ ー タは複雑 な構 造 を持 つ場合 が多 い。 また 、デ ー

タの属 性 は多 種 にわ た り、形式 が 一定 で な い。

例 え ば、後 の2.4節 で説 明す る ように大学 ・学部 ・学科 案 内デ ー タは不 特 定 回数 の繰 り返

しの起 こる階層構 造デ ー タであ り、科 目履 修案 内デ ー タは大学 ・学部 に よって形 式が異 なる

の み な らず 、デ ー タ構 造 自体 が複 雑 で あ る。 この ため 、デ ー タベ ース ・システ ムは多種 多様

で複 雑 な構造 を持 つデ ー タを容易 にデ ー タベ ース 化 で きる能 力 を持 つ必 要 が あ る。 これ は、

文献 検索 デ ー タベ ース の よ うに一 形式膨大 量デ ー タのデ ー タベ ース化 と本 質 的 に異 なって い

る こ とに留 意す る必 要が あ る。

(c)ソ ースデ ー タの フ ォーマ ッ ト決 定 に関 して特 別 な権 限 を有 して い な いデ ー タのデ ー タ

ベ ース化 を行 うこ とを試 み てい る。

(2)の 特 徴 と合 わせ 、生 デ ー タを出 来 るだ けそ の ままの形 でデ ー タベ ース化 出来 るこ とが

望 ま しい。 ま た、デ ー タの構 造 をそ の まま反 映 出来 るデ ー タモデ ル を用 い てデ ー タベ ース化

を図 る必要 が極 め て高 い こ と もわ か る。

(d)、 一 部 のデ ー タ を除 い て更新(正 確 には更新 で はな く新デ ー タの追加)の 頻 度 が少 ない。
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例 えば、大学 ・学部 ・学 科案 内デ ー タで は1年 に一 回、履 修案 内デ ー タで は半年 に一 回が基

本 的 であ る。 これ は、企業 の業務 デ ー タベ ースのデ ー タの更新 が毎 日 ・毎 時の よ うにあ るの

とは異 なってい る。 この特徴 は、デ ー タベ ース の保 全 を容 易 とす る、排 他 制御 が基本 的 に不

要 となるとい う点で 、デ ータベ ースシステムの構 築 を容易 にす る とい う利 点 を生 む ことになる。

2.3デ ータベ ース管理 システム(DBMS)の タイプ と言語 の決定

これまで に、種 々のデ ー タベ ース管理 シス テ ム(DBMS)が 開発 され てい る。その種類 につ

い て簡 単 に述 べ る と次 の通 り となる。

(1)構 造型DBMS

これ には例 えばCODASYL型 のDBMSが あ る。 このDBMSは デ ー タの 持 つ構 造 を

反映 出来 る とい う利 点 が あるが 、構 築 に は多 くの工数 と高度 な専 門的能力 が 要求 され、

構 築が 容易 で ない 。 ま た構 築 され たDBMSは 柔 軟性 に欠 け易 い とい う問題 が あ る。

(2)転 置型DBMS

例 えば 、ADABASが あ る。キ ーワ ー ドに よる検 索効 率が 高 く、文献 情報検 索 システ ム

に適 してい る とい う特 徴 が ある。

(3)リ レー シ ョナ ル型DBMS

これ には例 えば、SQLが あ る。構 築 ・利 用 が容易 で 、定型大量 のデ ー タのデ ー タベ ース

化 に適 してお り、現在 広 く利用 され て い るが 、対 象 デ ー タのデ ー タベ ース化 には平坦

な形 を した表 を用 い る必要 があ る。本 デ ータベ ース システ ムで は 、2.4節 で も述 べ るよ

うに対 象 とす るデ ー タ種 に は不 特定 回数 の繰 り返 しの生 じるデ ー タが多 い ほか 、デ ー

タ項 目(属 性)間 に多 重 の従 属 関係 が 存在 した りして 、複 雑 な階層 構 造 を持 つ多 種 多

様 なデ ー タのデ ー タベ ース化 を行 う必 要 が あ る。 この ため 、本 シス テ ム に利 用 す るに

は適 して い ない と考 え られ る。

(4)そ の他 のDBMS

これ まで 、そ の他 種 々のDBMSが 開発 されて い る。

異分 野研 究 の ため の イ ンテ リジェ ン ト ・オ リエ ンテ ー シ ョン ・デ ー タベ ース システ ム の構

築 には既存 のDBMSを 利用 す る こ とは困難 で、新 し く構 築す る必要 があ る と考 え られ る。本

システ ムで は、新 たにDBMSの 構 築 を行 な っ た。

ところで 、 これ まで にデ ー タベ ー ス管 理 シス テ ム(DBMS)の 開発 の た め に種 々の 言語 が

利 用 されて い る。そ の種類 につい て簡単 に説 明す る と次 の通 りとな る。
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(a)独 立 言語 型

これは 、DBMSの 開 発 に それ専用 の言語 を用 いる方 式 であ る。 この ため 、シ ステ ムの

構 築 が容 易 とな る利 点が あ る。 ただ し、仕 様 ・機 能 に は限界 が生 じ易 い とい う難 点 も

生 じ易 い。

(b)親 言語 型

これ は、DBMSの 開発 にCOBOLやPrologな どの既 存 の言語 を利用 す る方式 であ る。

この ため 、用 途 に応 じて新 し くデ ー タベ ース管 理 シ ステ ム を開発 す る必 要 が あ るが 、

ユ ーザ の多様 な要 望 に対 応 出来 る とい う特徴 があ る。

(c)両 者 の共有

これ は両者 を共 有 させ てDBMSを 構 築す る方 式 であ る。

ここでは、知識 工学 的手 法 の適用 を可能 とす るPrologを 用 い て インテ リジェ ン トなDBMS

の 開発 を行 な う こ とと した。

2.4対 象デ ータの種類,形 式 とデ ータモデ ル

(1)対 象デ ータの種類

まず 最初 に本 オ リエ ンテ ー シ ョン ・デ ー タベ ース システ ム の開発 を行 うにあ たって必 要 と

考 え られ るデ ー タ ・情報 の種類 を列挙 す る と次 の ようにな る。

(a)大 学 ・学部 ・学科 お よび大学院 ・研究科 ・専攻に関する情報。

(b)各 大学 ・学部の履修要覧 に記載 の情報

(c)各 大学院 ・研究科の履修 案内に記載の講義 ・講座および研究者情報

(d)研 究者へのアンケー トあるいはインタビューによる論文発表情報

(e)キ ーワー ドによる検索 における同義語の検索 もれを防ぐため、専門分野にも対処可能

な同義語辞書(キ ー ワードは英語化 されているもの もあるので、科学技術用英和辞書

も必要)。

(a)の 情報は最 も基本的な情報で、それだけで有用であるのは明かである。このほか(b)と

(c)の 情報 を利用す るのに も必須 となる。

(b)の 情報 は、現在大学 において どのような教育がなされているかを知るのに利用出来る。

大学学部での教育は、日進月歩の科学技術 ・理論の発展 を反映 し、基礎的な科 目といえども

その内容は以前 と比べると大幅に変わっている。このため、現在大学においてどのような教
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育がなされているかを知ることは、異分野のことを学習するのに有用なだけでなく、自分の

専門分野のことであっても、教えられることは多いと思われる。

(c)の 情報は、現在大学院において どのような教育 ・研究がなされているかを知るのに利

用出来る。大学院で現在行なわれている教育 ・研究内容は、その分野における研究を行うの

に必須 となる素養がどんな内容 となるかを示 している。また、大学院の各講座で行なわれて

いる研究テーマのいくつかは学会でのトピックを反映した研究内容 となっているので、現在

の最先端の研究内容を知ることも出来る。また、各大学の教官 ・学者 ・研究者がどのような

研究を行っているかを知ることもできる。

(d)の 情報 の必要性の高いこ とはい うまでもない。このため、論文発表情報に関してはい

くつかの機関より既にデータベースサービスが行われているのはよく知られている。ここで

は、2.2節のデータベース ・システムの構築 の原則でも述べたように、既存のデータベースの

サービスは出来るだけユーザに活用 してもらうことにしている。したがって、本データベー

スシステムではこれら既存の文献検索サービスとは異なった独 自の特徴ある情報サービス提

供を行うことを目指して、ある特定の分野に限って速報性の高いデータベースサービスのみ

提供することを考えている。

(e)の 情報 は、(b)か ら(d)の 情報 を有効 に利用す るの に必要 と考えられる。

(2)対 象データの形式 とデ ータモデ ル

本 デ ー タベ ース システ ム は知 識 工学 的手法 の適用 の容易 さ を考 慮 して、 シス テム の構 築言

語 と してProlo9を 用 い るこ とに した の は先 に述 べ た とお りであ る。以 下で は・デ ー タベ ース

シス テム を構 築 してい く際 に 、基礎 とな る各種 デ ー タの フ ォーマ ッ トを示す と ともに、各種

デ ー タのデ ー タベース化 、す なわ ちプ ロ ログデ ー タ と しての定義 の仕方 につ いて も説 明す る。
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① 大学データ(大 学院デ ータ)

あ る大 学 の案 内 に関す るデ ー タは次 の図 に示す よ うにフ ォーマ ッ ト化 す る こ とが で きる。

データの

出典名 出版年月
SNYM

大学名 国公私立別 郵便番号 府県名 市町村名 住所情報

UNNLPPCPRFCITYADR

(データ例)
大阪大学 国立

京都大学 国立

電話番号FAX番 号
TELFAX

565大 阪 府 吹 田市 山 田丘2-106-877-5111

606京 都 府 京都 市 左京 区 吉 田本 町075-751-2111

図2.4-1:大 学 デ ー タの フ ォ ー マ ッ ト

図2.4-1に 示す ように、本 システムでは大学の住所を府県名、市町村名および市町村名の

下の詳 しい住所情報に分けてデータベース化することにしている。これは府県名や市町村名

から大学名などの他の情報を検索出来るようにするためである。

大学データをPrologに おける事実 として記述 したプ ログラム例を次に示す。

UN,NLP,PC,

UDC:大 学 デ ー タ コー ド

SC:出 典 コー ド

YM:出 版 年 月

図2.4-2:大 学 デ ー タ のPrologデ ー タ表 記 例

図2.4-2に おい て 、大学 デ ー タコー ドUDCは 大学dataを 特 定す るの に用 い る コー ドであ

る。 この コー ド中 にはデ ー タが いつデ ー タベ ース と して登録 された か を示 すデ ー タの登 録年

月 も4桁 の整 数 を用 いて記 録 してお くこ とに した。 この情報 に よ りデ ー タの登 録年 月 を知 る

こ とが 出来 るの で、デ ー タの 更新年 月 を知 るの に利用 す る こ とが で きる。
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② 学部データ(大 学院研究科デ ータ)

あ る大 学 学部 の案 内 に関す るデ ー タは次 の 図 に示 す よ うに フ ォーマ ッ ト化 す る こ とが で

きる。

(子 データの
出典名 出版年月

SNYM

大学名 学部数

UNNF

(データ例)
大阪大学10

京都大学9

学部名 リス ト

FNL

工学部,理 学部,…

工学部,農 学部,…

図2.4-3:学 部 デ ー タ の フ ォ ー マ ッ ト

図2.4-3に 示す ように 、本 シス テ ムで は学部 名 を リス トで表 示 してい る。 これ は、大 学 に

よ り学部 数が 異な る ためで あ り、Prologで は リス ト長 が不 定 で あ って も、一 つ の変 数 名(例

えばFNL)で す べ ての学 部 名 を表す こ とが 出来 る ので 、プ ログ ラムの構築 が極 め て容易 とな

る利 点 があ る。以 下 に示 す よ うに、本 システ ム で はPrologの リス ト機 能 を活用 して い るの

が特 徴 の一 つで あ る。

学部デ ー タをPrologに お け る事 実 と して記 述 したプ ログ ラ ム例 を次 に示 す。

data(FDC,UN,NF,FNL,SC,YM).

注)FDC:学 部 デ ー タ コ ー ド

図2.4-4:学 部 デ ー タ のPrologデ ー タ表 記 例

図2.4-4に おい て、学部デ ー タコー ドFDCは 大 学デ ー タ コー ドUDCと 同様 に、学部data

を特定す るの に用 い られ る コー ドであ る。 この コー ド中 には このデ ー タが いつ デ ー タベ ース

と して登録 された か を示 すデ ー タの登録 年 月 も4桁 の整 数 を用 いて記 録 され てい る。 以下 、

各 プ ロ ログデ ー タに はそ れ ぞれ特定 の コー ドが 同様 に付 け られて い るの で 、各 コー ドの説 明

は以 下で は省 略す る。
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ある大学学部の住所案内に関するデータは次のようにフォーマット化することができる。

出典名

SN

大学名

UN

(デ ータ例)
大阪大学

の

出版年月
YM

学部名
FN

郵便番号 府県名 市町村名 住所情報
PCPRFCITYADR

電話番号FAX番 号
TELFAX

図2.4-5:学 部 住 所 デ ー タ の フ ォー マ ッ ト

学部 住所 デ ータ をPrologに おけ る事実 と して記 述 したプ ログ ラム例 を次 に示 す。

data(FAC,UN,FN,PC,PRF,

注FAC:.学 部 住 所デ ー タ コー ド

図2.4-6:学 部 住 所 デ ー タのPrologデ ご タ表 記 例

③ 学科データ(大 学院専攻デ ータ)

ある大学学部学科の案 内に関す るデータは次のようにフォーマット化することができる。

出典名 出版年月

SNYM

大学名 学部名

UNFN

(データ例)
大阪大学 工学部

京都大学 基礎工学部

学科数
ND

学科名リス ト

DNL

機械工学科,応 用化学科,…

機械工学科,合 成化学科,…

定員数 リス ト

DCL

46,45,・ ・

83,43デ ・

図2.4-7:学 科 デ ー タの フ ォ ー マ ッ ト

図2.4-7に 示 す よ うに、本 システ ム で は学 科名 お よび定 員 数 を リス トで表示 してい る。 こ

れ は、学 部 に よ り学 科数 が異 なる ため であ る。学科 デ ー タをPrologに おけ る事 実 と して記

述 したプ ログ ラム例 を次 に示 す。
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data(DDC,UN,FN,ND,

注DDC:学 科 デ ー タコー ド

DNL,DCL,SC,YM).

図2.4-8:学 科 デ ー タのPrologデ ータ表記例

④ 講 座デ ー タ

あ る大学 学部 学科講座 の案 内 に関す るデ ー タは次 の図 に示す よ うにフ ォーマ ッ ト化す る こ

とが で きる。

(デ ータの)
出典名 出版年月

SNYM

大学名 学部名

UNFN

学科名 講座数 講座名リス ト

DNNLLNL

図2.4-9:講 座 デ ー タの フ ォーマ ッ ト

講座デ ー タをPrologに お け る事 実 と して記 述 したプ ログ ラム例 を次 に示 す。

data(LDC,UN,FN,DN,

注)LDC:講 座 デ ータ コー ド

NL,LNL,SC,YM).

図2.4.1。,講 座 デ ー タのP,。1。gデ ー タ表 言己例
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ある大学学部学科講座の内容案内に関するデータは、次の図に示すようにフォーマット化

することができる。

(
出典名

SN

大学名
UN

講座名
LN

データの

出版年月

YM

学部名
FN

教官数
NR

)

学科名

DN

教官名 リス ト

RNL

講座設立(活 動)の 目的説明
LO

図2.4-11:講 座 内容 デ ー タ の フ ォ ー マ ッ ト

図2.4-11に 示 した講座 内容デ ー タにおけ る講座 設 立(活 動)目 的 説 明デ ー タは 、不 定長 の

文 字列 よ りな るデ ー タ となって い るが 、Prologで は不 定 長の 文字列 の表現 が許 されて い るの

で、プ ログ ラム構 築 が容 易 となる利 点 が あ る。

講座 内容 デ ー タ をPrologに お け る事実 と して記述 したプ ログ ラム例 を次 に示 す 。

data(LCC,UN,FN,DN,LN,NR,RNL
,LO,SC,YM).

注LCC:講 座 内 容 デ ー タ コ ー ド

図2.4-12:講 座 内 容 デ ー タのPrologデ ・…一タ表 記 例

ある大学学部学科講座の研究テーマ案内に関するデータは次の図に示すようにフォーマッ

ト化することができる。

出典名

SN

大学名
UN

講座名
LN

アーマデー の

出版年月

YM

学部名

FN

担 当教官数

NR

)

学科名

DN

担当教官名 リス ト

RNL

研究テーマ リス ト

RTL

図2.4-13:講 座 研 究 テ ー マ デ ー タ の フ ォ ー マ ッ ト
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講座 研 究 テ ーマデ ータ をProl・9に お け る事 実 と して記 述 したプ ログ ラム例 を次 に示 す。

テ ーマdata(LTC,UN,FN,DN,LN,NR,

注LTC:講 座 研 究 テ ーマデ ー タコー ド

RNL,RTL,SC,YM).

図2.4-14:講 座研 究 テ ー マデ ー タのPrologデ ー タ表記 例

⑤ 研 究者デ ータ

あ る講座所 属 の研 究者 案 内 に関す るデ ー タは次 の図 に示 す よ うにフ ォーマ ッ ト化 す る こ と

が で きる。

(デ ータの)
出典名 出版年月
SNYM

大学名 学部名 学科名
UNFNDN

所属講座 研究著名 官職kenkyusyamei
LNRNSTRRN

図2.4-15:研 究者デ ー タの フ ォーマ ッ ト

図2.4-15に 示す ように、本 システ ム で は研 究者 名の英語(ロ ーマ 字)表 示 もデ ー タ化 す るこ

とに した。

研 究者デ ー タをPrologに お け る事 実 と して記述 したプ ログ ラム例 を次 に示す 。

data(RDC,UN,FN,DN,LN,

注)RDC:研 究 者 デ ー タコ ー ド

RN,RRN,ST,SC,YM).

図2.4-16:研 究 者 デ ー タ のPrologデ ー タ表 記 例
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⑥ 科目履修データ

ある科目履修案内に関するデータは次の図に示すようにフォーマット化することができる。

出典名

SN

大学名

UN

科目名

SN

注)

デ ータの

出版年月

YM

学部名 学科名

FNDN

カテ ゴリー 単位数 対象年次 授業学期

CTNUYYSE

CTは 必修,第1選 択,第2選 択,…,そ の他

の別 を表す

図2.4-17:科 目履修 案 内デ ー タの フ ォーマ ッ ト

科 目履 修 案 内デ ー タをPrologに お け る事 実 と して記述 したプ ログ ラム例 を次 に示 す。

data(SGC,UN,FN,DN,SN,CT,

注SGC:科 目履 修 案 内デ ー タ コー ド

図2.4-18:科 目履 修 案 内デ ー タのPrologデ ー タ表 記例

あ る科 目の講義 要 目案 内 に関す るデ ー タは次 の図 に示 す よ うにフ ォーマ ッ ト化 す る こ とが

で きる。

出典名

SN

大学名

UN

科目名

SN

チータの

出版年月

YM

学部名 学科名
FNDN

担当教官数 担当教官リスト 講義要目説明
NTSTSLLE

図2.4-19:講 義要 目デ ー タの フ ォーマ ッ ト

図2.4-19に 示す よ うに、担 当教 官 をリス トで表示 す る こ とに した。 これ は、一つ の科 目を

複 数 の教 官 で担 当す る場合 が多 い こ とと、教 官名 に よ り科 目 を検索 す る こと を容 易 とす るた

めで あ る。
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科 目講義要 目デ ー タをPrologに お け る事 実 と して記述 したプ ログ ラム例 を次 に示 す。

data(LSC,UN,FN,DN,SN,

注)LSC:講 義 要 目デ ータ コー ド

図2.4-20:講 義 要 目デ ー タのPrologデ ー タ表 記 例

⑦ 文献データ

文献案内(専 門分野案内)と しては各分野 における論文 、解説、展望等の文献の紹介をす

ることにした。文献データは次の図に示すようにフォーマット化することができる。

の

著者名リス ト 題目 発表機関リスト 巻号ページリス ト 発表年月リスト キーワードリス ト
ANLTTPOLVNPLYMLKWL

図2.4-21:文 献 デ ー タ の フ ォ ー マ ッ ト

図2.4-21に 示す ように、発表 機 関 、巻号 ペ ージ 、発 表 年 月お よびキ ー ワー ドは リス トで表

示 す るこ とに した。 これ は、発 表機 関 は国際学 会 な どでの発 表 の よ うに発表 機 関名 が か な り

長 くなる場 合が あ る こ とと、国際学会 な ど発 表機 関 を表 わす 一部 の文字列 で文 献 の検 索 を可

能 とす る ためであ る。巻号 ペ ー ジ をリス トと したのは 、文献 に よ りボ リュー ムナ ンバ ーが な

かっ た りす るの で 、巻号 ペ ージ を表 わすデ ー タが不 定長 とな るため、Prologの 不定 長 リス ト

の機 能 を利 用 して この問題 を解消す る ため であ る。発表 年 月 を リス トと したの は 、文献 によ

り年号 のみ で月 のデ ー タが な か った り して 、デ ー タ長が 一 定 しない問題 をPrologの 不 定 長

リス トの機 能 を利 用 して避 け るた めであ る。文 献 の キー ワー ドもリス トで表 示す る こ とに し

た 。 これ は、文献 の内容 を説 明す るため に付 け られ たキ ー ワー ドを用 い て該 当文献 を容 易 に

検 索 す る こ とが で きる ようにす るため であ る。

文 献デ ータ をPr・1・gに お け る事実 と して記 述 したプ ログ ラ ム例 を次 に示す 。

data(PDC,'ANL,TT,POL,

注PDC:文 献 デ ー タ コ ー ド

図2.4-22:文 献 デ ー タ のPrologデ ー タ表 記 例

文 献の 内容 を表 わす の に通 常 文献 の アブス トラク トあ るい はサ マ リーが用 い られ る。 しか

し、文 献 に よっては アブ ス トラ ク トもサ マ リー もない場合 が 少 な くない 。ま た、アブ ス トラ
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クトあるいはサマリーが付加されている場合も、これらが長すぎる場合や、著作権の問題の

ために、これがそのまま利用出来ない場合もある。このような場合、著者自らあるいは文献

紹介者らによる文献の内容の短い紹介文あるいは文献に対するコメント、覚え書文があると、

文献の内容から文献の検索が可能になると考えられる。以下では、文献のアブス トラクト、

文献の内容の短い紹介文あるいは文献に対するコメント、覚え誓文などをまとめて一般に文

献の注釈ということにする。

文献注釈データは次の図に示す ようにフォーマット化することができる。

の

文献データコード 文献の注釈

PDCPCL

図2.4-23:文 献 注 釈 デ ー タの フ ォー マ ッ ト

文献注釈 デ ー タ をPrologに おけ る事 実 と して記 述 したプ ログ ラム例 を次 に示す 。

data(PDC,PCL)

図2.4-24:文 献 デ ー タのPrologデ ー タ表 記 例

デ ータの具体 例 につ い て は3.2節 を参 照 され たい。
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第3章 デ ータベ ース システムの構築

3.1逐 次 メニュー方式 と一括対話方式 による案 内サ ー ビスシステムの構築

(1)逐 次 メニ ュー方式 に よ る案 内サ ー ビス シス テム の開発

従来のデータベースのコマンドやキーワードによるデータの検索は検索の効率は高いもの

の、初心者には必ず しも便利 とは言えない側面を持っている。本システムでは、データベー

スの性格上ユーザは利用が始めてでデータベースシステム利用法を知らない場合が多いと

予想 される。このため、本システムの初めての利用者でも本システムの機能を十分に使いこ

なせるように、知識工学的手法を適用 して、システム利用に関するノウハウ的知識のデータ

ベース化を図ったユーザフレンドリーなシステムを実現することにした。まず、初心者向け

の検索方式 として、逐次対話型のメニュー方式によるデータベース利用により、初めての人

でも必要とするデータを容易に検索で きるシステムとするための種々の創意工夫をこらした

検索方式を開発することにした。本システムでは階層的に順次提示される各 メニュー画面に

おいて、検索支援関連情報を知識ベース化 した知識ベースに基づいて、必要 と考えられる情

報が一覧表示されるようになっているので、キーワードによる検索を除いて、基本的にはシ

ステムのメッセージに従って該当の数字を入力 していけば希望の情報を知ることができるよ

うにする。

構築する逐次メニュー方式のデータ案内サービスシステムを挙げると以下のとお りとなる。

(a)大 学(大 学院)構 成学部(研 究科)名 や学科(専 攻)名 、学科定員数な どを紹介する大学 ・

学部 ・学科(大 学院 ・研究科 ・専攻)案 内サー ビス

(b)各 大学の講座 の研究ス タッフ、研究分野および現在進行中の研究テーマについて紹介

するだけでなく、研究テーマについてのキーワードによる講座の逆検索 も行うことが

出来るような大学の講座案内サービスシステム

(c)第 一線で研究 している大学の助手 を含む研究者、学者の所属、地位、研究テーマなど

の紹介を行うことのできるような研究者案内サービスシステム

(d)大 学(大 学院)、学科(専 攻)な どを指定す ると、その学科(専 攻)に おける授業科 目名、

必要単位数 、授業内容の概要などを紹介する科 目履修案内サービスシステム

(e)各 研 究者 による各 自の専 門分野 における発表論文群などの文献紹介を行うことのでき

る専門分野(文 献)案 内サー ビス システム
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(2)一 括対話方式 による案内サー ビス システムの開発

上で述べたメニュー方式によるデータベースの利用は初心者でもデータベースを容易に利

用できるという利点がある反面、2回 目以降の検索の時 はメニューの階層をたどるのが面倒

であったり、人によっては思考に合わない部分があったりすると思われる。また、あらかじ

め想定 したデータ項目の検索 しか出来ないという短所 もある。このため、本システムでは、

メニューを横断的 ・垂直的に一括 してたどって検索を行 うことの出来る一括対話方式による

対話型案内方式 も開発 し、提供可能な情報の中の各項目を任意に組み合わせた情報を簡単に

検索できることを可能とした。

「

斥… 科・大学院・研究科・専攻・⊇～一 一
▼

1櫨 鳥
機 関 ・

ア二才
i

l腿

⇔ 一 ● ● ●'一 一 一 「

㎞盤
人i 蘂

▼

…

i¶

…

…
t

手盤 ≠
'

1盤 鍾
学習 ・研究分野

組織

一括対話方式による

案内サービス

図3.1-1:各 種 案 内サ ー ビス の関連 図

逐次メニュー方式における各案内は、図3.1-1に 示す ように互 いに関連 しあっている(例 え

ば、大学 ・学部 ・学科の案内サービスは講座案内や科目履修案内を受けるのに必要、講座案

内サービスは研究者案内サービスを受けるのに必要、研究者案内サービスは科目履修案内や

専門分野案内を受けるのに必要である)の で、一括対話方式ではこれ らの枠組をなくすこと

によって、より多様で柔軟な検索要求に対応することが可能となる。

3.2利 用 デ ー タ

本 システムで利用するデ ータの形式およびデータモデルについては2.4節 において述べ た

が、ここでは収集 した各種データの具体的な内容について表32-1か ら表3.2-17に 示す。

現在 、サー ビス予定デ ータの中で大阪大学工学部履修要覧、大阪大学工学研究科履修要覧

に記載の事項については必要データは全て収集 した(コ ード化 についてば6.1節 参照)。 各大

学各学部履修 要覧か らは学部の科目履修案内データおよび講義要目データ、各大学院各研究
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科履 修 要覧 か らは講 座 デ ー タ、講座 内容 デ ー タ、講 座研 究 テ ーマデ ータ、研 究 者デ ー タ、大

学 院科 目履修 案 内デ ー タお よび講義 要 目デ ー タがデ ータベ ース化 され る。なお 、文 献デ ータ

お よび文献注釈 デ ー タ等 につ い て もサ ンプ ルデ ー タ を収 集 した。

表3.2-1:出 典 コ ー ド デ ー タ ー 部 の み

syutten-code(scOOO2,手 工

syutten-code(scOO10,大 阪 大 学.工 学部.履 修 要覧).

syutten.code(scOOOI,全 国大 学 一覧 _文 部省 高等 教 育局大 学課 監修.

表3.2-2:大 学 デ ー タ ー 部 の み)

daigaku_data(ud9112_OOOI,泉

075-751-2111,rscOOO1,1991)、

daigaku.data(ud9112.OOO2,大 阪 大 学,国 立,565,大 阪 府,吹 田市,山 田丘1-1,0

daigaku-data(ud9112.0003,東 京 大 学,国 立,113,東 京 都,文 京 区,本 郷7-3-1,

daigaku.data(ud9112-0004,神 戸 大 学,国 立,657,兵 庫 県,神 戸 市,灘 区六 甲台 町1一

1,078-881-1212,_,scOOOI,1991).

表3.2-3:学 部 デ ー タ ー 部 の み

gakubu.data(fd9112.0001,,10,[工,理 工

法 学部,文 学部,経 済学 部,歯 学 部,人 間科 学 部],scOOOI,1991).

表3.2-4:学 部 住 所 デ ー タ(一 部 の み)

gakubu.add.da七a(faOOO1-Ol,,工565,田 田2-

1,06-877-5111,_,scOOOI,1991).

gakubu-add.data(faOOO4.05,京 都 大学,工 学 部,606,京 都 府,京 都 市,左 京 区吉 田

本 町,075-751-2111〔scOOO1,1991).

表3.2-5:学 科 デ ー タ ー 部 の み

gakka.data(dd9112-0023,,工 子,20,

{機械 工 学 科,応 用 化学 科,応 用精 密化 学 科,応 用 生物 工 学科,材 料 開発工 学科,材 料

物性 工 学科,船 舶 海洋 工 学科,電 気 工学 科,精 密 工 学科,応 用 物 理学 科,通 信 工学 科,

生 産加 工 工学 科,土 木 工 学科,建 築 工学 科,電 子 工 学科,原 子力 工学 科,産 業機 械 工 学

科,環 境 工 学科,電 子 制御 機械 工 学科,情 報 シス テム工 学科],

[46,45,45,64,45,45,44,45,45,45,45,56,45,45,45,45,45,45,40,40],scOOO1,1991).

gakka.data(dd9112.0024,大 阪 大 学,基 礎 工 学部,8,

[機械 工学 科,合 成 化 学科,電 気 工学 科,制 御 工 学科,物 性物 理 工学科,化 学工 学 科,生

物 工学 科,情 報工 学科],

【83,43,50,40,53,48,43,80,scOOOI,1991).
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表3.2-6:大 学 院 デ ー タ

daigakuin_data(gd9312-OOO2,子565,田 田

一1
,06-877-5111,_,scOOO2,1991).

daigakuin-data(gd9312-OOO1,京 都 大 学 大 学 院 国 立,606,京 都 府 ,京 都 市,左 京 区 吉

田 本 町,075--751-2111,一,scOOO2,1991.

表3.2-7:大 学 院研 究科 デ ー タ(一 部 の み

daigakuin_kenkyuka_data(kd9312_0001,,10,

[工 学 研 究科,理 学研 究科,基 礎 工学研 究科,薬 学 研究 科,医 学 研 究科,法 学研 究 科,文

学 研 究科,経 済 学研 究科,歯 学研 究 科,人 間科学研 究 科],scOOO2,1991).

表3.2-8:大 学 院 研 究 科 住 所 デ ー タ

daigakuin.kenkyuka-add-data(kaOOO1-01,,工 ・565,

阪 府,吹 田 市,山 田 丘2-1,06-877-5111,一,scOOO2,1991).

daigakuin.kenkyuka.add-data(kaOOO4-OS,京 都 大 学 大 学 院,工 学 研 究 科,606,京

都 府,京 都 市,左 京 区 吉 田 本 町,075・-751-2111,.,scOOO2,1991.

表3.2-9:大 学 院 専 攻 デ ー タ ー 部 の み

daigakuinsenkou.data(sn9112-0023,子,20,

[機械 工 学 専攻,応 用化 学専 攻,応 用精 密 化学 専攻,醗 酵 工学 専 攻,材 料 開発 工 学専 攻,

材 料 物 性 工学 専 攻,船 舶 海洋 工学 専 攻,電 気 工学 専攻,精 密 工学 専 攻,応 用 物 理学 専攻,

通 信 工 学 専攻,生 産加 工工 学 専攻,土 木工 学 専攻,建 築 工学 専攻,原 子力 工 学 専攻,電 子

工 学専 攻,産 業 機械 工 学専 攻,環 境工 学専 攻,電 子 制御機 械 工学 専 攻,情 報 シス テ ム工

学 専攻,プ ロセス 工学 専攻,電 磁 エ ネル ギ ー工学 専攻],

[54,35,49,47,47,49,37,42,54,80,50,70,42,42,39,47,44,42,46,24,79,40],

scOOO2,1993).

daigakuin.senkou.data(sn9112.0024,大 阪 大 学大 学 院 基礎 工学研 究科,8,

1機械 工 学 専攻,合 成化 学専 攻,電 気工 学 専攻,制 御 工学 専攻,物 性物 理 工 学専 攻,化 学

工学 専 攻,生 物 工学 専 攻,情 報 工学 専 攻],

[83,43,50,40,53,48,43,80],scOOO2,1991).

表3.2-10:講 座 デ ー タ ー 部 の み

kouza-data(ld9112-0012,,工 子,電 工 子,9,

[電力 工 学講 座,制 御 工学 講座,電 気 工 学基 礎論 講座,電 気 材 料 工学 講座,電 気 物性 工

学 講座,組 織 工 学講座,一 般 電気 工 学 講座,超 伝 導エ レク トロ ニ クス研 究 セ ンタ ー,

レ ーザ ー核 融合 研 究 セ ンタ ー],scOOO2,1991).

21



表32-11:講 座 内容 デ ー タ

kouzanaiyou.data(lc9402.1101,子,工 工,3,

[城野教授,菅 田講師,安 井助手],

['本講座では強度設計,と くに疲労強度 関係の研究が行 われてい る。疲労 にともな
う微小繰返 し塑性 ひずみ,コ ンプ ライア ンスなどの動的精密測定法,マ イクロコン
ピュータによる','疲労試験の制御 と計測,電 解放射型走査電子顕微鏡 による疲労

損傷過程 の直接観察法や画像処理技術 などが開発され,現 在次のようなテーマの研

究が進め られている。'],scOOO2,1993).

kouzanaiyou.data(lc9402.1102,大 阪大学,工 学部,機 械工学科,固 体力学講座,4,

[北川教授,仲 町助教授,渋 谷助手,中 谷助手],

['構造体 の極 限的状況 における不安定挙動や加工 ・製造時 の材料の変形挙動 などの,

非線形性の強い力学現象 をコンピュータシ ミュ レーシ ョンやモデ ル実験 により探 求す

ることを通 じて,','構 造体 の強 さの的確 な評価 のための,そ して,新 しい構造 を創

造 し,材 料 を創作するための知見獲得 を目指 した研究 を行 っている。'],scOOO2,1993).

kouzanaiyou.data(lc9402」103,大 阪大学,工 学部,機 械 工学科,流 体工学講座,3,

[三宅教授,板 東助教授,辻 本助手],

['流動力学 と流体機械 に関す る研究 を行 っている。特 に大規模 にコンピュータを利用
す る流れのシ ミュ レーシ ョンを中心 に研究 している。1,scooo2,1993).

表3.2-12:講 座 テ ー マ デ ー タ(一 部 の み

kouzatheme-data(lt9402」101,,工 工,3,

[城野教授,菅 田講師,安 井助手],

Pl.走 査型電子顕微鏡 による疲労 き裂進展挙動 の直接観察 と疲労機構 の研 究','
2.変 動荷重 による累積疲労損傷の研究','3.変 動荷 重下の疲労 き裂進展 の研究',
'4
.微 小疲労 き裂の発生 と進展機構の研究','5.新 素材の破壊な らびに疲労強度 に

関す る研究∵6.マ イクロコンピュータによる疲労試験の制御 と疲労損傷 の自動計

測ならびに画像処理技術の開発','7.疲 労強度の確率特性 とデータベース構築 に関

する研究'],scOOO2,1993).

kouzatheme-data(lt9402-1102,大 阪大学,工 学部,機 械 工学科,固 体力学講座,4,

[北川教授,仲 町助教授,渋 谷助手,中 谷助手],

['1.複 合材料のマクロ的強度特性 を律す る要因 としての異種材料界面の力学的不
安定現象 の研究','2.マ クロ的に軟化特性 を持つ構造体中 を伝落す る非弾性波動の

研究','3.多 結 晶体の非弾性特性 の分子動力学法 による研究','4.延 性 き裂開口,進

展挙動の微視 的変形機構か らの検討∵5.極 薄膜,極 細線の力学特性,強 度 の研 究
'
,'6.非 線形接触境界を含 む弾 塑性殻構造体 の有限要素解析','7.素 形加工のCAD/C
AE/CGシ ステムの研究∵8.随 意筋 肉の運動 シミュ レーシ ョン'],scOOO2,1993).

kouzatheme.data(lt9402-1103,大 阪大学,工 学部,機 械工学科,流 体工学講座,3,

[三宅教授,板 東助教授,辻 本助手],

['1.タ ーボ機械内の流れの研究','2.管 内流 など基礎流れの研究','3.乱 流の数

値解析','4.音 響管の解析','5.騒 音 の解析',scOOO2,1993).
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表32-13:研 究 者 デ ー タ(一 部 の み)

子,
授,",教 授,scOOO21993).

kenkyusya-data(d9402.1102,大 阪 大学,工 学部,機 械 工 学科,機 械 設 計 学講座,菅 田講

師,",講 師,scOOO21993).

kenkyusya.data(d9402.1103,大 阪 大学,工 学部,機 械 工 学科,機 械 設計 学講i座 ,安 井 助

手,",助 手,scOOO21993).

kenkyusya.data(d9402.1104,大 阪 大学,工 学部,機 械 工学 科,固 体 力 学 講座 ,北 川教 授,
"
,教 授,scOOO2,1993).

kenkyusya.data(rd9402-1105,大 阪 大学,工 学部,機 械 工 学科,固 体 力 学講 座,仲 町助 教

授,",助 教 授,scOOO2,1993).

kenkyusya.data(rd9402-1106,大 阪 大学,工 学 部,機 械 工学 科,固 体 力 学講座,渋 谷 助 手,
"
,助 手,scOOO2,1993).

kenkyusya.data(rd9402-1107,大 阪 大学,工 学 部,機 械 工学 科,固 体 力学 講座,中 谷 助 手,
"
,助 手,scOOO2,1993).

kenkyusya-data(rd9402.1108,大 阪 大 学,工 学 部,機 械 工学 科,流 体 工学 講座,三 宅教授,
"
,教 授,scOOO2,1993.

表3.2-14:科 目 履 修 案 内 デ ー タ ー 部 の み

risyuannaLdata(sd9307.1002,,工 工 目

ne,2,2,1,scOOIO,1992).

risyuannai.data(sd9307.1003,大 阪 大 学,工 学 部,機 械 工 学 科,基 礎 科 目 演 習 第2部 ,

ne,2,2,2,scOO10,1992).

risyuannai-data(sd9307」004,大 阪 大 学,工 学 部,機 械 工 学 科,情 報 処 理 演 習 第1部,

ne,1,2,1,scOOIO,1992).

risyuannai-.daigakuin-data(sd940L2102,大 阪 大 学 大 学 院,工 学 研 究 科,通 信 工 学 専

攻,'応 用 数 学IAppliedMathematicsl',s,2,1,1,scOOO2,1993).

risyuannai.daigakuin.data(sd9401.2103,大 阪 大 学 大 学 院,工 学 研 究 科,通 信 工 学 専

攻,'応 用 数 学IIAppliedMathematicsll',s,2,1,1,scOOO2,1993).

risyuannai..daigakuin-data(sd9401.2104,大 阪 大 学 大 学 院,工 学 研 究 科,通 信 工 学 専

攻,'統 計 数 学StatisticalMathematics',s,2,1,2,scOOO2,1993).
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表3.2-15:講 義 要 目 デ ー タ ー 部 の み

kougiyoumoku.data(ls9307-1002,,工 工 目

部,1,[機 械 系 学科全 教 官】,['材料 力 学1流 れ学1熱 力学1電 子 技術 基 礎

1'],scOOIO,1992).

kougiyoumoku-data(ls9307」003,大 阪 大学,工 学 部,機 械 工 学科,基 礎科 目演習 第2

部,1,[機 械 系 学科 全教 官]1['材 料 力 学2流 れ 学2熱 力 学2電 子 技 術基 礎

2'],scOOIO,1992).

kougiyoumoku.data(ls9307.1004,大 阪 大学,工 学 部,機 械 工 学科,情 報処 理 演 習第1

部,1,[機 械 系 学科 全 教官],['ワ ー クス テ ー シ ョ ンNeXTを 用 い たUNIXの 基 礎 及 びC言 語

に よるプ ログ ラ ミング と計算 機 に よる数値 デ ー タ及 び文字 デ ータ処 理 に関 す る演 習 を

行 う。1.C言 語 文 法演 習','2.C言 語 に よるプ ログ ラ ミ ング演 習3.数 値

デ ー タ処 理 の基礎 演 習 ∵4.文 字 デ ー タ処 理 の基礎 演 習'],scOO10,1992).

kougiyoumoku-daigakuin.data(ls9401」410,大 阪 大 学 大学 院,工 学研 究 科,醗 酵工 学

専攻,'生 合 成 化学 特論Biosynthesis,Adv.',2,【 二 井 教授,前 田助教 授],['1.イ オ ン

の輸 送 とATP合 成 お よび栄養 物 質 の輸 送2.細 胞 膜 の構 造 と機 能3.シ ナ プ

ス小 胞,液 胞 等 の構 造 と機 能4.遺 伝 子 発 現 の制御 機 構'],scOOO2,1993).

kougiyoumoku.daigakuin.data(ls9401」411,大 阪 大学 大学 院,工 学 研 究科,醗 酵 工学

専 攻,'特 別 講 義IFocalLectureonFermentationTechnologyI',1,[(稲 森 悠 平講 師

)],['発 酵 工学 と隣 接す る境 界 領域 の諸 問題 につ い て解説 す る。'],scOOO2,1993).

kougiyoumoku-daigakuin.data(ls9401-1412,大 阪 大学 大 学院,工 学研 究 科,醗 酵 工学

専 攻,'特 別 講義IIFocalLectureonFermentationTechnologyII',1,[(谷 口 維

紹 講 師)],【'発 酵工 学 と隣 接す る境界 領 域 の 諸 問題 につ い て解 説す る。'],scOOO2,1993).

表3.2-16:文 献 デ ー タ ー 部 の み

ronbun_data(pd9302_0078,[],CO2ロ

ネ レー シ ョン システ ム の構 成 と特 性,[電 気 学会 論 文誌B],

['Vol.112∵No.6','pp.523/530'],[1992,6],仁 酸 化 炭 素,密 閉型 サ イ クル,ガ ス

タ ー ビン,コ ジ ェネ レー シ ョン,地 域 冷 暖房,都 市 環 境]).

ronbun.data(pd9302.0079,【 松橋隆治,石 谷久,朴 煩植],石 炭 ガス化複合発電 におけ

る効率的CO2回 収方法の検討,[電気学 会 論文誌B],

['Vo1.112','No.6','pp.523/530'],[1992,6],Pa球 環 境 問題,石 炭 ガス化 複合 発

電,燃 料 改 質,燃 焼 前 のCO2回 収,効 率 向 上]).

ronbun.data(pd9302-0080,[J朴 柄 植,中 村健 一,鈴 木絆],CO2回 収 メタ ノー ル焚 火力

発 電 シス テ ムの特性,[エ ネ ル ギー ・資 源],

['Voi.14∵No.1∵pp.72/77'])[1993,1],FO2回 収,メ タノ ー ル,酸 素 燃 焼 コ

ンパ イン ドサ イクル発 電 太 陽 エ ネ ルギ ーD.

ronbun.data(pd9302.0081,[朴 煩 植,鈴 木 腓],'飽 和 蒸気 を作 動 流体 と して利 用 す る

['VoL113','No.3∵pp266/272'],[1993,3],休 利 用エ ネ ル ギー,CO2回 収,飽 和

蒸 気,酸 素燃焼 ガス タ ー ビ ン,高 効 率 発 電,廃 熱利 用,カ ス ケ ー ド熱 利 用D.
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表3.2-17:文 献 注 釈 デ ー タ(一 部 の み)

ronbun-chu-datapd9302』078,の2ロ システム{

ルNOxを 発生 しない無公害発電 システムとなる。 この特徴 を生か して効率の高いコ

ンェ不 レーシ ョンシステムを構成 した場合の特性 を推定 している。D.

ronbun.chu.data(pd9302-0079,[石 炭ガス化複合発電における効率 的CO2回 収 を実

現する方法 と して燃焼前の石炭 ガス をシフ ト反応 を利用 して改 質 してCO2を 回収す る

発電システムについてその特性 を検討 し、,化 学吸収法 を利用するよりも高効率なシ
ステム となる ことを示 している。]).

ronbun.chu.data(pd9302.0080,[将 来の有望 な燃料 として考 えられているメタノー.

ルを燃料 として利用する酸素燃焼方式のCO2回 収発電システムについて、その特性

を推定 した結果 について述べている。D.

ronbun.chu.data(pd9302-0081,[廃 熱 を利用 して製造 した飽和蒸気 をガスタービン

の作動流体 と して利用す る酸素燃焼方式のCO2回 収発電 システムは無公害発電 シス

テムとなるほか、,効 率の悪い気体の圧縮の過程がないので高効率な発電システムが

得 られることを明らかに している。].

3.3デ ータ検索手法

本 節 で は 、デ ー タ検 索 の 手 法 に つ い て 述 べ る 。2.4節 や3.2節 か ら も分 か る よ う に 、対 象

デ ー タ は 一般 にdatα1(A
、,A2,…,An).①

とPrologの 事 実 と して表 す こ とが で きる(、41,A2,…,Anは 対 象 デ ー タの各 項 目、任 意 の

Aiは 不定 長 の リス ト とす る こ と も可能)。Prologで は、ユ ーザ に よ りAl,A2,…,Anの 内 、

い くつか の項 が指定 され た とき、他 の項 を出力す るの は この 言語 の基 本操作 とな ってい るの

で 、単 独 のデ ー タ にお け る検 索 につ いて は問題 な く行 う こ とが で きる。

次 に、単独 のデ ー タで は検 索 出来 なし・デ ータの検 索法 につ い て述べ る。次 の よ うにデ ー タ

モデ ル に よ り定 義 され た2つ のス キーマが あ る とす る。

②}
　

ラ
町

助

A

B

釣

場

A

B

b

b

A

B

く

く

ー

リ
ム

α

α

」
τ

4
L

α

α

」
μ

∂

dαtalのk番 目の項 目Akとdata2のj番 目の項 目B」 が 関連 を持 ってい る場 合 、datalと

data2の 両 方 の情 報 を持 つ新 たなデ ー タdata1&2を 、Prologの 定義 を以 下 に示す よう に行

うこ とに よって新 た なス キ ーマ と して生成 す る こ とが 出来 る。

dαta1&2(A、,A2,…, 、

③ー
ル幻μ61

,

芦

　

ラ
町

耽

A

B

－

‥

‥

L

か

力

句

A

B

B

・

-

　

　

　
ロ

カ

A

B

B

b

b

b

A

B

B

q

取

,

α

α

ユ

ベ

ベ

ん

6・

4
・

こ こで 、rel(X,Y)はXとYの 関連 を示 すPrologの 定 義 ま たはデ ー タであ る。XとYは

直接 的 な関連が 無 くと も、Prologの 特徴 で あ る推論 機 能 を用 い て関連付 け る こ と も出来 る。
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例 と して、Akが 学部 や学 科 な どの組織 ・機 関 の情報 を表 し、B」が研 究 者 名 を表す 情報 とす

る と、あ る学科 のあ る研 究 者 とい う関連 を示す 情報 がrel(Ak,B」)で あ る(特 別 な場合 と し

てAkとB」 が 同一 で あれ ば、▲ とB」 を キー と してdatα1&2を 定 義 で きるの で③ にお い て

rel(Ak,B」)を 省 略 で きる)。 この定 義式 に よ り、例 えばdatalの あ る項 目の入 力情報 に対 し

(部 分 情 報 も可)、datalの 情 報 だけ で な くdatα2の 情報 を も得 る こ とが 出来 る よ うにな る。

例1:3種 の デ ー タ を 結 合 す る デ ー タ 生 成 例

kenkyusgノ α_αdd_theineＬlata(UN,FA「,1)N,LN,RN,ST,・RT・ 乙,ノII=)1=),TEL)

k・輌u・y・.∂ ・老・(σ 凡 剛,Dlv,五N,RN,ST),

kouzatheme-data(UN,FA「,DA「,LIV,RTL),

gakubu.α ∂∂.datα(UN,Flv,ADD,丁 肌).

(U/V二 大 学名,FN=学 部 名,DN=学 科 名,LN=講 座 名,RN=研 究 著 名,

ST二 研 究者 の 地位,RTL=研 究 テ ーマ,ADD=学 部 の住 所,TEL二 学 部 の連絡 先)

これ は 、研 究 者 の所 属 情報 を示 すkenkyusyα －dαtaと 講 座 の研 究 テ ー マの情 報 を示 す

koueatheme-dαta、 大 学学 部 の連 絡 先 を示 すgαkzzbzzαdddatα を 、 大学 名(UN)学 部 名(FN)・ 学 科 名

(1刀V)講 座 名(LN)を キ ー と して結合 した もの であ る。 このkenkyusya-add.theme-dataを 用 い る こ と

に よ り、 あ る研 究 者 の行 な っ てい る研 究 テ ー マ を検 索 した り、研 究 テ ーマ の キ ー ワー ド検 索 に よ って 、

そ の研 究 テ ーマ を行 なっ てい る研 究 者 お よび そ の連絡 先 を検 索 す る こ とが で きる。

逐次メニュー方式においては、以上に述べた定義方法で十分に検索を行なうことができる。

しかし、一括対話方式においては提供可能な情報を一括 して検索するため、さらに以下に示

す ような定義方法が必要 となる。

③ のような定義を繰 り返 し行なうことにより、④ のように定義できる。

α〃.data(A・,…,An、,B・,…,Bn、,0・,・ 一一,Dl,… …,Z・,…,Z。N)・ ④

しかし、④ の定義をそのまま利用 したのでは④ に含まれるすべてのデータを検索 し、必

要のない項目についてもパターンマッチを行なうので検索の効率がよくない。

そこで、本システムでは以下のように定義することにより④ にどの項 目が必要あるいは

不必要であるかという情報を持たすことにより、適当なデータを選択 して必要な項目のみに

ついてパターンマッチを行なうようにしている。

・P.α 〃.∂ ・老・(0ん ・iceO・ ∂・,、4、,…,ん 、β ・,…,B。 、,0・,… …,Z・,…,Z。N)・ 一

・九・ck.dαtα1(OhtnceC・d・,A、,…,An、),

cんeck-data2(〇 九〇iceOode,Bl,…,B吻),

…

check.d・tαN(0ん ・iceC・de,Z、,…,Z。N)・

⑤

26



⑤ につ い て 説 明す る 。変 数Ch・iceO・deに は 、ap.all.dαtα の各 項 目A、,…,B、,…,D、,…

に お い て 、入 力 され て い る項 目 、 どの 項 目 を 出力 した い の か 、 ど の項 目が 必 要 で な い か な ど

の 情 報 が 含 ま れ て い る 。 具 体 的 に は 各 項 目 に対 して そ れ が 必 要 で あ れ ば1を 、必 要 で な け れ

ば0と い う コー ド を リ ス ト と してOhoiceOodeが 保 持 して い る 。

〇九(ガceO・de=[1,1,0,0,1,… …]

こ の リス トの 要 素 は そ れ ぞ れ 、順 番 にAl,A2,…,Zl,…,Z。Nに 対 応 して い る 。

例 え ば 、利 用 者 に よ りAi=a,B2=bと 、あ る項 目に対 して情 報 が 与 え ら れ 、そ れ に対 して

B4,1)1の 項 目 に つ い て検 索 を行 な う場 合 に は 、Al,B2,B4,Diの 項 目 に対 応 す るChoiceOode

の 要 素 を1と して 、 そ れ 以 外 の 要 素 につ い て は0と す る 。

OhoiceOodeの 情 報 を も と に 、Prologの 述 語check.data… に お い て 結 合 さ れ て い る各

デ ー タ
datal(Ai,…,Ani).

data2(Bl,…,Bn2).

につ い て 利 用 す る か 否 か を そ れ ぞ れ 判 別 す る 。

ま ず 、 ⑤ のap-all.dataが 呼 び 出 さ れ る と 、⑤ の2行 目 のcheck-datalを 実 行 す る 。

check.datalに よ り、datα1を 利 用 す る か を判 別 す る。check -datalに つ い て は 、⑥ の1行 目

2行 目 に定 義 例 を示 す 。

・んecえ 一∂α老・1(0ん ・iceO・d・,A・,…,・4。 、)・ 一 輪1(〇 九・iceC・ ∂・),!.

c九ec為 －datal(0ん ・iceO・de,A・,…,A町)・-dat・1(・4、,…,ん 、).

・λecん －dat・2(0ん ・iceO・ ∂・β 、,… β 。、)・-di・2(Cん ・iceO・de),!.

cんecゐ_data2(0んoiceOode,』 ヲ1,…,.Bn2):一 〔ia]!α2(.Bi,…,Bn2).

check-dat・N(0ん ・iceO・d・,Z・,…,Z。 。):一 硫1V(0ん ・iceO・ ∂e),!.

cんeck.dαtαN(0力 ・iceC・de,Z、,…,Z。N)・-dataN(Z、,…,Z。N).

⑥

check.dαtα1が 呼 び 出 され る と、 まず ⑥ の1行 目 とパ タ ー ン マ ッチ ン グ を行 な う。 こ こで 、

dis1(OhoiceOode)に よ っ て 、ChoiceOodeを 解 釈 し(詳 し くは"付 録2.一 括 対 話 方 式 に お

け るデ ー タ検 索 手 法 の 詳 細"を 参 照)、data1を 用 い るべ き か を判 断 す る 。dis1(OhoiceOode)

と い う 述 語 は 、 こ の 場 合datα1の 項 目の 中 に 、必 要 と さ れ て い る 項 目が 存 在 す る か ど う か

を 判 別 す る 。 用 い る 必 要 が あ る と判 断 した 場 合 は 、dis1(OhoiceOode)と い うPrologの 述

語 は 、failし て バ ッ ク ト ラ ック に よ り ⑥ の2行 目 のcheck-datalを 実 行 し、 こ れ に よ り

check.datal(OhoiceOode,Al,…,An、)はdαta1(Al,…,A。i)に 帰 着 す る こ と に な る 。必 要
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で な い と判 断 した 場 合 は 、dis1(ChoiceOode)の 実 行 は成 功 して 次 に カ ッ トオ ペ レー タ(!)が

実 行 され る の で 、 これ 以 降 バ ック トラ ッ ク に よっ て2行 目のdatalが 実 行 さ れ る こ とは な い 。

こ の よ う に 、順 次dαtal、data2、 … と判 別 を行 な っ て い く。

こ う して 、OhoiceCodeの 情 報 に よ っ て例 え ばdata1とdata3だ け が 必 要 と判 断 され た 場

合 ⑤ は

αp-all.data(OhOfceCode,A1,…,An1,.,…,.,Ol,…,On,,.,…,一):-

datal(A1,…,An、),data3(C1,…,On、).

と全 く同様 で あ り、dαtal、data3以 外 の デ ー タ の 項 目 はパ タ ー ンマ ッチ の 対 象 とな ら な い 。

デ ー タ1

data1(Al・ 一 ・An,)・

検索要求

＼
情報提供

/

デ ー タ2

data2(Bt・ ・… ・BN)・

デ ー タN

dataN(Z1,一 両N

図3.3-1:aU.dαtaの 役 割

以上のように、α乱∂α拍 にどの項目が必要であるかという情報を持たす ことにより、検索

に必要なデータを選択 し、それらを組み合わせてデータスキーマを定義 してい くことは述べ

たが、選択されたデータを結合する際に、どの項 目(属 性)を キーとして結合するか によって

何通 りかの組み合わせ方が生 じる場合がある。

学

部

科

目

人

大

学

学

科

図3.3-2:検 索 要 求 例

例 えば 、検 索 要 求が 図3.3-2に 示す 情 報 だけ で は 、B教 官 の教 えて い る科 目 とそ の科 目が

行 な われて い る大学 ・学部 ・学科 を知 りたい のか 、B教 官 の教 えてい る科 目 と所属 してい る

大 学 ・学部 ・学科 を知 りた いのか 、判 別す る こ とはで きない。
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data(子,子 ・,

科 目data(大 学,学 部,学 科,科 目,人).

(大 学,学 部,学 科,人,科 目):一

科 目dαta(大 学,学 部,学 科,科 目,人).

(大 学,学 部,学 科,人,科 目):一

所 属dαtα(大 学,学 部,学 科,人,科 目data「.,.,科 目,人.

図3.3-3:複 数 のデ ー タ結 合 例

そ こで本 システ ム で は、 この ように何 通 りか の組 み合 わせ 方が生 じた場 合 に は、デ ータの

結 合 方法 を提 示 し、利 用 者 に よっ て選択 が行 なえ る ことを可 能 と した(図5.3-7参 照)。

この情 報 を、 どの項 目が必 要 であ る か とい う情 報(OhoiceOode)と と もに、αll.dataに 持

たす こ とによ り、複 数 の結 合方 法が 生 じる場 合 に も、そ れ に対 応 してall .dataが 適 当なデ ー

タを選択 し、指定 され た結合 方法 によ りデ ー タの結 合 を行 ないス キーマ を生成 して い る。そ

の詳細 につ い ては ここで は省 略す る。

以上に説明 したように、本システムでは収集されたデータは全てそのまま知識・ミースとし

て利用可能な形態となるので、単独でも多様な利用が可能となる。さらに、ユーザの要求す

る情報が、単独のデータでは提供不可能な高度な内容であっても、システムが種々のデータ

を組み合わせて新たに生成 し提供することも可能となっている。

(デ ー タの追加 につ い て)

本 システム で は現在 、大学 デ ー タか ら論 文 デ ー タまで の十 数種類 のデ ー タ につ い てglobal

ス キーマ としてall.dataの 定義 を行 なってい るが、今後デ ー タの種類 が増 え る場合 、all.datα

の再定 義が 面倒 で あ り、デ ー タベ ース システ ムの発 展 ・更新 が極 めて 困難 とな る こ とを考慮

して 、デ ー タ を どの よ うに追加 してglobalス キ ーマ の再 定義 を柔軟 に行 な うか を以 下 に述

べ る。

逐次 メニュ ー方式 で は各 種デ ー タを独 立 に用 い て 、そ れぞ れ につ いて サ ー ビス を行 な うの

で 、新 た な種類 のデ ー タ につい ては 、案 内サ ー ビスの メニ ュー を追加 す る形 で問 題 な く行 な

え る。

一括 メニ ュー方 式で は存在 す る全 てのデ ー タ を組 み合 わせ て情報 を提 供 してい る
。そ して 、

これ らのデ ー タは互 い に複 雑 な関連 を持 ってい る。 この ため 、す で に定義 したall -dataを 新

た な種類 のデ ー タの 追加 の ため に容 易 に再定義 で きる よ うに しておか ない と、デ ー タベ ース

シズテ ムの保 守 性 を悪 くす る こ とにな る。
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本 システ ムで は 、 これ まで に定義 した もの につ い てはそ のま ま用 い 、更 に上位 の階層 を作

る こ とに よ り、all-dataを 定義 した要領 で 、新 デ ー タ と既存 の αll-dataの 結 合(関 連 づ け)を

行 な う ことに よ り、 この問題 を解 決す る こ とに した。

既存のシステム
'

data1

alldata(i+1)

上位の

newda白

/卜

図3.3-4:新 たな種類 のデ ー タの追加

3.4シ ス テ ム構 成

図3.4-1に 開発 した本 システ ムの構 成 を示 す。図 に示す よ うに本 システ ムで は 、イニ シャル

メニュ ー(初 期 メニュー)か ら逐次 メニュ ー方式 の メニュー画 面 または一括対 話方 式 メイ ン画

面 にジ ャ ンプ し、 ここか ら各種 の案 内サ ー ビス を受 け る よう に構成 され てい る。

また、各 種 の案 内サ ー ビス を受 け るに当 た って は、種 々の支 援 をシステ ム よ り受 けれ る よ

うに、システ ム 内には種 々の知 識ベ ー スが構 築 されてお り、必 要 に応 じて随時参 照 され るよ

うにな ってい る。
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、

逐次方式メインメニュー

逐次方式サブメニュー

メニュー方式により入力情報の確定

入力内容の確認

各サブメニューごとに定義
されたスキーマをもとに検索

データ件数提示

一括対話方式メイン画面

情報の一括入力

入力内容の文法チェック

入 力内 容 よ りChoiceCodeの 生 成

ヘルプ画面

ChoiceCodeに よ り 、結 合 方 法 が複 数 あ る か判 別

結合方法の提示 ・選択

入力内容の確定 ・選択

検索

データ件数提示

キーワー ド検索の指定が
あればキーワー ドの入力

十 一 ー ー ー ー 一 十 一 一蹴 唖 ぷ 一ー 一 十

各種Prolog

ラ イ ブラ リ

(入力 用 、 出 力用 、eヒc

図3.4--1:シ ス テ ム の 構 成
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3.5イ ン テ リ ジ ェ ン ト機 能

図3.5-1か ら図3.5-5に シ ス テ ム の 開 発 に利 用 した各 種 知 識 ベ ー ス を示 す 。

fuken_data().

fuken.data(青 森県).

fuken.data(岩 手県).

図3.5-1:府 県名 に関す る知識 ベ ース

sichouson_data().

sichouson.data(大 阪 府,吹 田市).

図3.5-2:市 町 村 名 に 関 す る 知 識 ベ ー ス

:蒜:麟 授).
statUS(講 師).

図3.5-3:官 職lt関 す る 知 識 ベ ー ス

ron-tyosya-dic([,','Y.Suzuki','Suzuki,Y','YutakaSuzuki','SuzukiY皿taka'D.

ron.tyosya.dic(['朴 煩 植 ∵PS.Pak∵Pak,PS.','PyongSikPak']).

図3.5-4:著 者 の英 文表 示 の知 識 ベ ース

word([GaussianNoise,,]).

word([GaussianNoise',ガ ウ ス ノ イ ズD.

word(【NoiseGenerator',雑 音 発 生 器]).

word([Hybrid',ハ イ ブ リ ッ ドD.

word([Synthesis',設 計]).

word([MultivariableSystem',多 変 数 シ ス テ ムD.

図3.5-5:専 門用語 の 同義語 お よび和 英 同義 語 の知 識 ベ ース
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以 下 に知 識 ベ ース の参 照方 法 につ いて述 べ る。

本 システ ムでは 、図3.5-1か ら図3.5-5に 示 した知識ベ ースだけ でな く、収 集 されてい るデ ー

タ も知 識 ベ ース と して の利 用 を行 な ってい る。 その 主 な利用 例 と して は、 第4章 や 第5章 で

示 す ような 、不 確 定 文字'?'や 不 確 定 文字 列'*'を 用 いた部 分情 報(あ い まい情 報)の 確 定 を

行 な うと きの参 照 な どが あ る。

・大 学名 の入 力

↓

大 学 デ ー タ におけ る大学 名 の項 目

daigaku.datα(大 学名,国 公 私立 の別 ,住 所,電 話番 号).

・学部 名 の入 力

↓

学 部デ ー タにお け る学部名 リス トの項 目

gαkubu-data(大 学 名,学 部 名 リス ト).

・学 科 名 の入力

↓

学科 デ ー タにおけ る学科 名 リス トの項 目

gakka.dαta(大 学 名,学 部 名,学 科 名 リス ト,学 科定員 数 リス ト).

・講義 科 目の入力

↓

履 修 案 内デ ー タにおけ る科 目名 の項 目

risyuannai.data(大 学名,学 部名,学 科 名,科 目名,必 修 選択 情報,学 年学 期 ,単位 数).

・研 究 者名 の入 力(逐 次 メニ ュ ー方式 にお い て)

↓

研 究者 デ ー タにおけ る研 究 者名 の 項 目お よび研 究者英 語名 の項 目

kenkyusya-data(大 学 名,学 部 名,学 科 名,講 座 名
,研究 者 名,役 職,研 究 者英語 名).

・講 義科 目の教 官 名の入 力(逐 次 メニ ュ ー方式 にお いて)

↓

講義 要 目デ ー タにおけ る教 官 名 の項 目

kougiyoumoku.datα(大 学名,学 部 名,学 科 名,科 目名 ,教官 者 名 リス ト,講 義概 要).
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・論 文著 者名 の入 力(逐 次 メニ ュー方式 にお い て)

↓

文献デ ー タにおけ る論 文著 者名 の項 目お よび著 者 の英 文表示 の知 識 ベ ース

ronbun.data(論 文 著者 名 リス ト,論 文題 目,発 表 機 関,巻 号 ペ ージ,発 表 年 月,

キ ー ワー ド リス ト).

ron-tyosya.dic(著 者 名 お よび英文 表示 名 リス ト).

・人の姓 名 の入力(一 括 対 話方 式 にお いて)

↓

講義 要 目デ ー タ にお け る教 官 名 の項 目

kougiyoumoku.dαta(大 学 名,学 部名,学 科名,科 目名,教 官者 名 リス ト,講義 概 要).

または

研 究者デ ー タにおけ る研 究者 名 の項 目、研 究 者英 語 名 の項 目、

文 献デ ー タ にお け る論 文 著者 名 の項 目お よび著 者 の 英文表 示 の知識 ベ ース

kenkyusya.data(大 学 名,学 部名,学 科 名,講 座 名,研 究者 名,役 職,研 究 者英 語 名).

ronbun-data(論 文著 者名 リス ト,論 文 題 目,発 表機 関,巻 号 ペ ー ジ,発 表 年 月,

キー ワー ド リス ト).

ron.tyosya-dic(著 者名 お よび英 文表 示 名 リス ト).

学科 名の入 力 を例 と して 、図3.5-6に デ ー タ検 索 情 報 の入 力 か らデ ー タス キ ーマへ の情 報

の 引渡 しまで の フ ロー を示す 。

なお 、学科 名 の入 力 にお い て学科 デ ー タ を知 識ベ ース と して参照 を行 な って いるが 、その

学 科デ ー タは、

gakka-data(大 学 名,学 部 名,学 科 名 リス ト,学 科 定 員 数 リス ト).

となっており・大学 ・学部名が確定可能であれば・それを確定することにより知識ベースの

参照を限定 し効率良 く行なうことが可能 となる。すなわち、一括対話方式において、検索要

求が

KIDS>d:電*、 … 、u:大 阪*、 …

といった入力に対 して、最初に学科名(d)の 確定 を全学科データを参照 しながら行なうので

はなく、まず大学名(u)の 確定 を行 なった後 に、その大学の学科データのみの参照を本シス

テムでは行なっている。そのアルゴリズムは簡単なので説明は省略する。
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入力内容に
不確定文字または
不確定文字列を
含むか

学科データの学科名 リス ト
より入力内容 とマ ッチする ◆

学科名 を取得

取得 した学科名の
リス トア ンプ

学科データを

知識ベースと して

入 力情 報をその まま
デー タスキーマに引き渡 す リス トアップ した学科名

から利用者が選択

選択 した学科名をデータ
スキーマに引 き渡 す

図3.5-6:学 科 名 の確 定

各種知識ベースを利用 して本システム内に実現されたインテリジェント機能を列挙すると

以下のとお りとなる。

●収集されたデータはすべてそのまま知識ベースとして利用可能な形態 となるので、単

独でも多様な利用が可能となる。さらに、ユーザの要求する情報を種々のデータを組

み合わせて有機的に新たに生成 し、提供することも可能となる。必要 となる組み合わ

せデータは要求されたときに生成されるので、データとして記憶 しておかねばならな

い情報は顕著に節約され、記憶容量がわずかで済む。このほか、単独のデータでは提

供不可能な高度な内容の情報をユーザーが必要としている場合でも、システムが種々

のデータを組み合わせて加工することにより作 り出して、提供できるという特徴 を持

たす ことが可能となった。短所 としては、生成に時間を要するので、情報検索の応答

性が悪 くなる欠点がある。ただし、プログラムの構築が簡単でデータの保守 ・更新が

容易 となる利点がある。
4

・不確定文字?や 不確定文字列*を 使用す ることがで きるので、人名や国際学会名など曖

昧な情報、曖昧な記憶しかない場合にも容易に情報検索することができる。また、正

確な情報を有 している場合には、入力の省力化が図れる。

●複雑な論理式をそのまま解釈出来るので、高度な論理式を用いて、効率よく必要情報

を検索出来る。
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●知識ベースとして専門用語の同義語および和英同義語辞書を持ち、同義語をユーザに

提示 し、使用するかどうか確認するようにしているので、キーワード検索時に検索 も

れが生 じにくい。

●知識ベースとして著者名の英文表示辞書を持っているので、日本語の著者名から英文

の文献も検索出来る。

・知識ベースとして、府県名や市町村名に関する辞書や人の地位に関する辞書を有 して

いるので、利用が便利 となる。

・ 情 報 の入力 において 、"大 学"、"学 部"、"学 科"な ど、システ ムが判 定 出来 る語 句

は、ユ ーザが 入力 しな くて も、 システ ム が 自動 的 に判 定す る よ うに してい る。 これ ら

の機 能 はユ ーザ に余 計 な負 担 を かけ ない ため 、ユ ーザ が ス マ ー トに本 シス テ ム を使 い

こなす こ とを可能 とす る。

案内システムを利用するに当たって本システムより受けれるインテリジェント機能の具体

例、およびこれらの支援により案内サービスが初心者でも以下にスマートに本システムを使

いこなせるか、さらに本システムより受けれる案内サービスの具体例については、第4章 お

よび第5章 に示す。
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第4章 逐次 メニ ュー方式 による案 内サ ー ビス

本 章 で は 、 開 発 さ れ た シス テ ムの 中 の逐 次 メニ ュ ー 方 式 を用 い て 、 各 種 の 情 報 案 内 を用 い

た例 に つ い て 説 明 す る 。

4.1初 期 メ ニ ュ ー と メ イ ン メ ニ ュ ー

図4.1-1は 本 シ ス テ ム が 立 ち 上 が っ た と きの 初 期 メニ ュ ー を示 す 。
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図4.1-1:初 期 メニ ュ ー

図4.1-1の 初 期 メニ ュー にお いて 、「3自 然言 語(日 本 語)に よる対 話方式 」は今後 の開発 予

定 の対 話 方式 であ り、 ま だ開発 され てい ない 。「逐次 メニ ュー方 式 」 と 「一括 対 話 方式 」 が

開発 され て い る。

図4.1-2に 逐次 メニュ ー方 式 を選 んだ と きの メイ ンメニ ュ ー を示 す。
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5研 究者案内

機関・組織案内

lii霧 験 蕎内麗
人の属性案内

(R)

学習 ・研究分野案内

凹

§ 顯 繁 穀(文 蹴)(s爵 大学院科目履修案内(GS)

6(1)養 〒シャルメ='一 へ

KIDS>■

ト ー]

図4.1-2:逐 次 メニ ュ ー方 式 の メ イ ン メ ニ ュ ー

図4.1-2の メニュ ー よ り、次節 に示 す ような案 内サ ー ビス を受 け る こ とが で きる。

4.2逐 次 メ ニ ュ ー 方 式 に よ る 案 内

本 節 で は 、 メイ ン メニ ュ ー に示 され て い る各 種 案 内 の な かの 一 つ で あ る講 座 案 内 を例 に

とって 、案 内サ ー ビス を実 際 に どの よ うに受 け るか を説 明す る。

なお 、以下 の対 話画面 におい て 、入力 を促 す プ ロ ンプ ト記 号(KIDS>)の 後 の 文字列 のみ

がユ ーザ の入 力 した文 字列 で あ り、他 は全 て システ ムの 出力 で あ る こ とを示す 。

メイ ン メニ ュー にお いて"4"番 を選択 す る と図4.2-1の 講 座 案 内サ ー ビス 画面 に な り、 こ

れ よ り各講座 案 内のサ ー ビス を選択 す る こ とが で きる。
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灘醸継欝

驚 騰;瓢㌫蕊繍㌫
酬 辮 鵜 一－

KIIIS>1

[一ー一]

図4.2-1:講 座 案 内 サ ー ビス メ ニ ュ ー

こ こで は 、講座 案 内サ ー ビス メニュ ーにお いて"3"番 を選択 した と きの検 索例 を以下 の図

4.2-2か ら図4.2-12に 示す 。

欝欝 灘1§灘 峯;;蕊
K鵬 〉■

図4.2-2:サ ー ビ ス メ ニ ュ ー(L-3)
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図4.2-2に お いて"1"が 選 ばれ た後 、大 学 名 の入力 と して 「阪 」 とい う文 字 を含 む大 学名 と

して 「*阪*」 と入力 す る と、図4.2-4の よ うに本 シス テ ムで は 、知 識ベ ース を利 用 して候補

とな る大学 名 が表示 され る。

劃e.renlt

灘 灘 齢 議 ㌶ 方琴野を
にエ　 　　

濫 謡 列纏 轄 害列(*又1ま*)'不確定文字(?又は?)を入力して

日1

図4.2-3:大 学名の入力例(「 阪」 とい う文字 を含む大学名の入力例)

司e.vrel?,t'

大学 名 候 補 に以 下 の もの が あ り ます。

灘 美挙

田

図4.2-4:大 学名候補 の選択例(1番 目の候補 を選択 してい る例)

このように、本 システ ムでは部分文字列の使用が可能なため、あいまいな情報から検索す

ることが可能となっている。また、この機能は情報があいまいな場合のほかに、全部の文字

列の入力の代わりに一部の文字列の入力だけでもよいので、ユーザ入力の節約に利用するこ

ともできる。

以下、同様に学部名 ・学科名および講座名の入力画面を示す。
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図42-5:学 部名の入力例(1文 字 よ りなる学部名の入力の例)

Lle.rltl?n 凹

ーーー

図4.2-6:学 部名候補の選択例

(大学が先決 されているので学部候補はその大学から表示されている)
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図4.2-7:学 科 名 の 入 力 例
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学科名候補に以下のものがあります。

{

i灘
8
9工
10

11

12

13

14

15

16
17

18

19
⑳

物
工

墾
挙
挙
学
工

工
工
工
力

科

料

学

科皐
エ

製。テムエ鞠

　エ　　 コ 　

護謝 してリタ}ン キ}を押してください

[一ー一]

図4.2-8:学 科名候補 の選択例

(20番 目の候補 を選択 してる例 。大学、学部が先決されているので

学科候補はそこから表示されている。)

司e.(rer'ttt

!響 議 曙一
　　　 　　

濃 鑑 獺 雫慧 列(*又は*)'不確定文字(?又は?)を入力して

rff1

[一一]

図4.2-9:講 座 名 の入 力例(「 情報 」 とい う文字 列 を含 む講座 名 の入力 例)
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講座名候補に以下のものがあります。

騰議難難墨

kids-0

護錨 力してリターンキーを押してください

[一一一]

図4.2-10:講 座 名候補 の選 択例

大 学 ・学部 ・学 科 ・講座 名 を入力 した後 に、入 力 内容 の確 認 を行 な う。

羅;雛 　 　…
よ ろ しい で す か?(y/n)

Kms>■

[一一]

図4.2-11:入 力 内容 の確 認 画面例

検 索 結 果 の 出力例 を図4.2-12に 示す 。
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膿卑ポ犠 纏 院工学研究科扉 案内

図42-12:出 力 例

以上の対話の一例からも分かるように、本システムでは部分文字列入力によっても検索が

可能なので、あいまいな情報に基づいても情報検索ができる。また、漢字入力す らできない

場合でも、候補リス トを表示させて該当項目を決定することにすれば(多 少他 の入力方法に

比べて時間は要するものの)数 字だけ を入力することによって利用できるように構成されて

い る こ とも理解 で きよ う。

逐 次 メニ ュー方式 に よっ て、 どの よ うな案 内サ ー ビスが 受 け られ るかのサ ー ビス メニュー

を、以 下の図4.2-13か ら図4.2-23に 示 す。 これ らのサ ー ビス メニ ューか ら、本 システ ムで は

逐次 メニュー方式 に よりどの ような情 報 につい ての案 内が 受 け られ るかは明 らかであ るの で、

説 明 は省 略す る。
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図4.2-13:大 学 案 内 サ ー ビス メニ ュ ー
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図4.2-14:大 学 院 案 内 サ ー ビス メニ ュ ー
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図4.2-15:学 部 案 内 サ ー ビス メニ ュ ー
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図4.2-16:大 学 院研 究科 案 内サ ー ビス メニ ュ ー
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図4.2-18:大 学 院 専 攻 案 内 サ ー ビ ス メニ ュ ー
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図4.2-20:研 究 者 案 内 サ ー ビス メ ニ ュ ー
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図4.2-23:専 門分 野(文 献)案 内 サ ー ビス メ ニ ュ ー一一.
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第5章 一括対話方式 に よる案内サ ー ビス

本章 では 、開発 され た システ ムの 中の一括対 話 方式 を用 いて 、各種 の情 報案 内 を受 け た例

につ い て説 明す る。

5.1初 期 メ ニ ュ ー と メ イ ン メ ニ ュ ー

図5.1-1は 本 シス テ ムが 立 ち上 が った ときの初 期 メニ ュ ー を示す。

圏 εぴm8

異分野研究のための

イニシャルメニュー

サー ビス
て下さい

1逐 ニュー一方式

2一 方式

3自 言語

0終 了

KIDS>■

[一ー一]

イ ンテ リジェ ン ト ・オ リエ ンテー ション ・デー タベー ス システ ム

?仕 方には次の3通 りがあ樹 ・番号を選んでリターンキーを押し

無難羅 撒∴方描

図5.1-1:初 期 メ ニ ュ ー

図5.1-1の 初 期 メニ ュ ー に お い て 、「2」 を入 力 し一 括 対 話方 式 を選 ん だ と きの メイ ン メニ ュ ー

を 図5.1-2に 示 す 。
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一括㍊ 嘉 ント'オ リエンテー ション'テ クベースシステム

聯 繋無難
:li難蜘 凝重爆 ≡ 腰

繊 差端 端 ㌔画剛 力(一ルプ)

KIDS>■

[一一一]

図5.1-2:一 括 対 話 方 式 の メ イ ン メ ニ ュ ー

図5.1-2に おいて、利用者が知 りたい情報ならびに限定あるいは指定 したい情報 を一括入

力することにより、以下に述べるような多様性に富んだ各種の情報案内サービスを受けるこ

とができる。

5.2一 括対話の方式

図5.1-2の メイ ン メニ ュ ー画面 にお い て"h"を 入 力す る と、一括対 話方 式 の利 用方 法 な ど

を説 明 したヘ ルプ画 面 が表示 され る。 図5.2-1か ら図5.2-2に そ のヘ ルプ画 面 を示 す。

ヘ ルプ画面 に示 す ように、一括対 話 方式 で は提 供 可能 な情報 の 中の各 項 目を任 意 に組 み合

わせ た情報 を検 索す るこ とが 可能 となって い る。入 力 方法 は、知 りたい項 目につ いて は 、該

当す る項 目のア ル ファベ ッ ト名 とコロ ン(:)を 入 力 した後 に、 ドル記 号($)の 入力 を行 な う。

限定 あ るい は指 定 したい項 目の入 力 につ いて は 、項 目の アル フ ァベ ッ ト名 とコロ ン(:)を 入

力 した後 に、そ の情 報(部 分情 報 で も可)を 入 力す る。 これ らは、 コ ンマ(,)で 区切 って複数

入力 が可能(順 序 は不 問)と な ってい る。
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なお、アルファベットは次のように関連づけると憶え易いかも知れません。

n‡

享‡*

ロニ

(Un1.yensity)

f:学 部

(Faculty)

dt学 科

輸;㎜,)

難'繊(匙 所
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n:必 修 ・選択の別
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(rv∋searchTheme)

舗 鯵(講 学期

(隠酬 欝 熟 議 訴 魎(8二警年月
(Keyw〔mdlist)(E×planation)

検索デークはで きるだけ限定する方が検索の時間は短 くなります。

入力例KI⑥饗 鰹 瀞 編 認糟 輪 島
助蜘 姓名

KIDS>頸 輪 £皐議
きつ大学.学eβ名を出力

禰 文字列(*)や 不確定文字(?)の 使用が可能ですKI順当 蟹 鐡1翼 鑓 霧
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図5.2-1:一 括対 話方式 のヘ ルプ 画面 の表 示1
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入力例
KII'S'u三§薙 離i舗 盛

る大学を勘

K『 徽 難 議 竃籍鵠藏菱織

ま蒲 員数は・n以上(以下)という指定もでき9S・
KI鵬 哩 毎

,翻 圭瀧i勘塩 註 ≦轟 持つ、大輪 学部名を出力

群議i難総∴
typereturnkey-一 一ーー一一{]

図5.2-2:一 括対 話 方式 のヘ ルプ画 面 の表示2
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5.3一 括 対 話 方 式 に よ る 案 内

本節では一括対話方式によりデータ案内サービスがどのように受けられるのかを、実際に

検索を行なった3つ の例 を用 いて説明する。

検索要求例1:

大阪大学 工学部で"電"と いう文字を持つ講座の講座名 を確定するとともに学科名とその

講座の概要と研究テーマを知 りたい

この と き本 シス テ ムの 一括対 話方 式 にお け る入 力情 報 は例 えば

u:大 阪f:工1:*電*d:$,la:$t:$と な る。 入力順 序 には何 の制 限 もな く、各項 目の順番

を入 れ換 えて も同 じ検 索結 果 を得 るこ とが で きる 。

図5.3-1は 、 この と きの入 力 の様 子 を示 す。

±巖 諸経 ント'オ リエンテ}シ ョン●プ一夕ベ}ス システム

繋蕪灘鞭騨
:慰鷺撫 顧竺:㌘ 一腰

ii醗 編 脇 明画面・出力(一ルプ)

図5.3-1:検 索 例1一 括対 話方 式 におけ る情 報 の入力 画面 例
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上の情報入力を行なうと、システムは不確定文字列の入力された講座名についての確定の

ための画面を表示する。

1b-]e.vret?)t

鼠 違 名候 補 に 以下 の も のが あ ります 。

化学)

座

工

高吉麟 芦 科学研究所)

ll
12工

研)

2

問

図5.3-2:検 索例1講 座名候補の選択例

(6番 目の候補 を選択 している例。大学、学部が先決されているので

講座候補はその大学、学部から表示される。)

この ように、一括対話方式で も逐次メニュー方式と同様に部分文字列の使用を可能として

いるため、正確な情報がなくあいまいな情報 しかない場合にも検索することが可能となって

いる。

図5.3-3:検 索例1入 力 内容 の確 認 画面 例
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入力内容の確認がされると、データの検索が行なわれ、該当データ件数を提示 した後に、

検索結果の出力が行なわれる。

図5.3-4:検 索 例1デ ー タ件 数 の カ ウ ン ト画 面例
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kids-0

[spnCE-k画 面,p-一 前 画 面,q-一 出 力画 面 終 了]■

[一一一

図5.3-5:検 索 例1出 力 例
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検索要求例2:

大 阪大 学 工学 部の朴 先生 の所 属学 科 、講座 、官 職 と担 当科 目お よび研 究テ ーマ を知 りたい

この と きの本 システ ムの 一括対 話 方式 におけ る入力 情 報 は例 えば

u:大 阪,f:工n:朴*,d:$,1:$,st:$s:$,t:$と なる。入 力情 報 は 自由 なの で 、例 えば

1:$,d:$t:$n:朴*,st:$f:工u:大 阪,s:$

と入 力 して もよい。

以 下 に、 この ときの対 話 手順 を示す 。

oies;er?et

至議 ㍗ オリエンテー・・ン・デ一夕ベー・システム

辮縫1欝欝
il難灘羅 芒㌫ 翻－

ii銃 麟 編 脇 画剛 力(-1レプ)

KII)s>■■頗■■ ■■■■■ 圃 ■■園 田置■■
[一一一

図5.3-6:検 索例2一 括対 話 方式 にお け る情 報 の入 力 画面例
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図5.3-6の 入力 に対 して は3.3節 で述べ た よ うに、検索要 求 に多種 の意味解釈 が されるので 、

検 索 を行 な う際 のデ ー タ結合 方法 に3通 りの組 合 せ方 が生 じる。 この よ うな場 合 、図5.3-7

の よ うに本 シス テ ムで は 、デ ー タの結 合 方法 を提 示 し、利用 者 に検 索 要求 の意 図 の確 認 を行

な う ように して い る。

して下 い。(
され す)

1:人 をキーとしたデークの連関の場合

:寧1㍗
研究テーマ

2‡ 大学 ・学部 ・学科をキーとしたデータの連関の場合

住ユ
定員一学科一(そ蝿 贈 灘 義

)

ノ誌.
研究テーマ

3:科 目情報を起点としたデータの関連の場合

籔 蹴酬

噸『誌

図5.3-7:検 索例2デ ータの結合方法の選択画面例(1番 の結合方法 を選択 している例)
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本システムではこの後、不確定文字(?)や 不確定文字列(*)を 用いた部分情 報 に対 して、

知識ベースを参照 して候補をリストアップ し、入力内容の確定を行なう。ただ し、今の検索

要求の例の場合には入力に用いられた部分情報に対する候補が知識ベースを参照 した結果1

つ しかなかったため、候補の リス トアップは省略され、図5.3-8の 入力 内容の確認画面が表

示 されている。

図5.3-8:検 索 例2入 力 内容 の確 認 画面例

図5.3-9:検 索 例2デ ー タ件 数 の カ ウ ン ト画 面例
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入力 内容 の確 認 が行 なわ れ る と、デ ー タの検 索が 行 なわ れた該 当デ ー タ件 数 を提 示 した後

に、検 索結 果 の出力 が 行 なわれ る。

な お 、検 索例2に お け る出力 画 面 は 出力量 が多 く複 数画 面 にまたが るの で、図5 .3-10か ら

図5.3-11に 分 割 されて示 され て い る。

出力 画面 の 最後(図5.3-11)に 、検 索 を行 な った際 に用 い られたデ ー タの 出典 名が リス ト

ア ップ され る。 この 出典 名 リス トか ら、例2に お け る検索 要 求 に対 して、本 シス テ ムが 多種

多様 なデ ー タの 中 か ら必 要 なデ ー タ を選 択 し(今 の場 合 は3種 類)、 そ れ らを組 み合 わせ て

ユ ーザ に提供 され てい る こ とが分 か る。

PＬe.cet?)t

灘 態 鷲㌶ 霞㌻;1;

ii轟講霧鐘 謬 灘瓢 §2離

離精鐘嫡

妻‖㌶ 藍科

鑑 ゑ獺 纏 『松原正則滉浦憲治郎,朴願

嚢臨 哩 麟 螺 馬場。登,栖鰍 明,朴願

誓臨 鷹 難 棚植

鑑 ゑ鵯 籍

図5.3-10:検 索 例2出 力 例1
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菱縫i羅 葦科

嚢臨 群 馴獣 松原正則,踊 憲治郎

翼竜 囎 麟蓮窟 願 。登 栖原鼓明

鑑4鷺 秦§,朴㈱

魏 薯ゑ箒 嬬

奎籟il肇軽科

鑑 欝 馴夢 松原正則渥練治郎

鑑 覇 麟蓮冨_醐。登,栖原敏明

嚢臨 幡羅 ぷ硫

嚢§薯瀟 嬬

耀i灘 テム工学科

鑑 嫌 醗?松 原正則尾 瀬治郎・

灘 覇 籠 速目 馬場。凱 栖原敏明

嚢暑薯環 熱,酬 根

嚢§藷ゑ蠕 籍

種

根

横

隔

十
可

十
丁

朴柄柚

朴柄植

朴畑植

朴煩植

臓 卵 鑓護 一文部省高等鯖 駄 学酷 修

臓 酵 麟 院工学研究科一握傑 内

臓 蒼嚇 蓬 部一履修要覧

kids-0

[smCE－ 次 画 面,p-一 前 画 面,q-一 出 力 画 面 終 了]0

図5.3-11:検 索 例2出 力 例2
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検 索 要求例3:

キ ーワー ド検 索 に より該 当発 表論 文 情報(文 献著 者 、文献 題 目、発表 機 関 、巻号 ペ ー ジ、発 表 年 月)

を知 りた い 。 ま た・ そ の著 者(先 生)の 所 属 情 報(大 室 、学 部 、学畳 、董 座)と 亘 墜 お よび

住 所 連絡 先 を知 りたい。

ここで 、キー ワー ド検 索 は キー ワ ー ドリス トお よび文献 の 注釈 に対 して行 な う。キー ワ ー ド

は"未 利 用 エ ネル ギ ー"、"CO2"、"発 電 システ ム"を 同時 に含 む論 文 とす る。

この と きの本 システ ムの 一括 対話 方式 におけ る入力情 報 は例 えば

n:$,p:$,':$,v:$,:$,u:$,f:$d:$,1:$,st:$,a:$,k:kw ,e:kwと な る。入 力順 序 が 自

由なのは先にも述べた通 りである。

ン ト ・オ リエ ンテ ー シ ョ ン ・デー タ ベー ス シス テ ム

蕪灘無雑
il難轍 顧芒㌻當 一眠

・・4声 繊;綴 明画面鋤(一 ルプ)

図5.3-12:検 索例3一 括対話方式における情報の入力画面例

以下にこの ときの対話手順を示す。
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本 シス テ ムでは 、t:研究 テ ー マ 、la:講 座 概 要 、b:講 義概 要 、P:論 文題 目、k:キ ー ワー ド リ

ス ト、e:文 献 の注釈 の項 の いず れ か に 「kw」 が入力 され る と(複 数 入力可)、 図5.3-13の よ う

にキー ワー ドの入 力 画面 が表 示 され る。

舞壁灘墨竃耀
≧馴 蕊麟鐵

1=KWD1&KWD2
2=KWD1十KWD2
3=KWD1&KWD2十KWD3
4:KWD1十KWD2&KWD3な ど

カッコ、演算子、キーワードは何個でも入力できます。

蒜愚

図5.3-13:検 索 例3キ ー ワー ドの入力 画面 例

(キー ワー ド と して"未 利 用 エ ネル ギ ー'∵℃02","発 電 シス テ ム"を

同時 に含 む場 合 を指定 した例)

本システムでは入力内容が確定すると、入力内容の確認が行なわれる。

文献情報に関するキーワード:未 利用エネルギー一&CO2&re電 システム

縫 辮 響 酬 ド糟 嫌 嫌 巻号ページ発表年

よ ろ しい で すか?
K1IIS>■

[一一]

図5.3-14:検 索例3入 力 内容 の確 認画 面例
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本例 か ら も分 か る よ う に本 シス テ ムで は 、Prologの 強 力 な文 字列 操 作 能力 を活 用 してい

るの で、複 雑 な論 理式 も解 釈可 能 とな ってい る。 また、知識ベ ース と して サ ンプ ル的で はあ

るが 同義 語 辞書 を持 ってお り、入力 された キー ワー ドに対 す る同義 語が 知識 ベ ー ス内 にあれ

ば、 図5.3-15に 示 す よ うに同義語 の リス トア ップ が行 なわ れ、利 用者 が 採用 す るか否か をた

ず ね て くる。 この ため 、 キー ワー ド検索 に よる検 索 もれが生 じに くくな っ てい る。

1司e.uenノ ユ 巨1

竃 醸 して

籠 轍 鰯竃麟 ふ一

生涼むれ陪㌣語紳シ違醗譜

図5.3-15:検 索例3キ ー ワー ドの同義語 選択 お よびデ ー タ件 数 の カウ ン ト画面 例

(同義 語 の リス トア ップ に対 して"1","2"番 を新 たなキ ー ワー ド と して採 用 した例)

本システムでは該当データ件数を提示 した後に、検索結果の出力を行なうかどうかをたず

ねる。これは該当データ数が多すぎるとき、限定情報をより厳 しくして情報量をさらに絞り

たいときに対応できるようにしているためである。

検索例3に おけ る出力画面 は出力量が多 く複数にまたがるので、図5.3-16か ら図5.3-17に

分割 して示 されている。
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亘 】e.ttenn 巨

住所連絡先:〒565大 阪府吹田市山田丘2--1
Te106-877-5111

1竃鑑 撒 学講座
誓縫 涙鈴耕

誓雀輔㌶畑植

難鞍議1輪講

難1難羅蕪
kids-0

[SPFCE-一 次 画 面,p-一 前 画 面,q-一 出力 画面 終 了]■

図5.3-16:検 索 例3出 力 例1

蛍藤 蒼羅 讃 院工学研究科一難 案内

図5.3-17:検 索 例3出 力 例2
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本 一括対 話 方式 で は 、22つ の項 目数 が あるの で222-1通 り、す なわ ち4,194,303通 りの

入力 の仕 方 があ り、 これ らの全 て に対 応す る こ とが で きるが、検 索例 の説 明 につ い ては以上

で留 め る こ とにす る。
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第6章 オ ンラ インサ ー ビスの実施

6.1大 量 印 刷 デ ー タ の デ ー タ ベ ー ス 化

オ ンラ イ ンサ ー ビスの実施 に備 えて 、サ ー ビス を十 分 に提供 で きるだけ のデ ー タが必 要 と

な った。以 下で は、大量 の印刷デ ー タ をデ ー タベ ース化 した手 順 につ い て述べ る。

・利用 印刷デ ータの コー ド化

本 システ ム におけ るデ ー タベ ース は、現在 の ところ既刊 の出版物 か ら取 り込 まなけれ ば な

らない。大 量 のデ ータ をキ ー ボー ドか ら入 力す るの は大変 な労力 とな るた め、パ ソ コ ン(具

体 的 にはMacintosh)上 で市販 のOCRを 用 いてデ ー タ を入 力す る こ と と した。

図6.1-1にOCRを 用 い たデ ー タ入力 方 法 の フロー 図 を示 す。

1各 顧 内データ1

↓

1・ キ・ナ1

OCR

傾き白縮 正1

↓
文字滅 新1

l

l ↓

l

I

蹴 結果の噺1

↓

テキ・ ・修正 ・編集1

↓

1改 行編集1

↓
フ・イルセーブ1

'

1テ キ・ ト・データ餓1

EWS

、r

1改 行置換1

↓
1修 正テキスト1

↓
1躰 弾 語チェッか1

↓
プ ロログ ・データ変換

1 '

1プ 叩 グ ・デー タ ・フ ァイル1

例PIXELJET(Canon)

例Macintosb(Apple)+

MacRealerplus(MediaDriveLabOratOryinc.)

例MS・DOSformat経 由

例SpartStation(S皿)

図6.1-1:0CRを 用 い た デ ー タ入 力 方 法 の フ ロ ー 図
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図6.1-1に お い て 、傾 き 自動補 正 とはス キ ャナ か ら画像 デ ー タ と して取 り込 まれ たデ ー タ

原本 が画 面 に対 して少 し斜 め に入 力 され て しま うのが 普 通 で あ るの で これ を 自動 的 に水 平

に訂 正 す る機 能 で あ る。 なお 、 この 自動 補正 が うま く働 か なか った場 合 には手動 で傾 き補 正

す る こと もで きる。文 字認 識実 行 とは取 り込 まれた画像デ ー タをテ キス トコー ドに変換 す る

OCRの 要 の部 分 であ る。認 識結 果 の解析 とは変換 されたテ キス トコー ドを解析 し、誤 認 識

の可 能性 のあ る文字 列 を 自動 的 に発見 し提 示す る、 また特 定 の文字 列 を置換 す るな どの処 理

を行 な う。テ キス ト修 正 ・編 集 で は、 もとの原本 デ ー タ と比較 しなが らエデ ィタ上 で不 具 合

を訂正 す る。

以上 の 手順 で印刷 デ ー タが テ キス トコー ドデ ー タに変換 され る。 これ をMS-DOSフ ォー

マ ッ トの フ ロ ッ ピーデ ィス ク を介 して ワー クス テ ーシ ョン上へ 転送 され る。

日本語 単語 チ ェッカ ーに よ るデ ー タ修 正

キー ボ ー ドか ら手入 力 したデ ー タや 、OCRな どを用 い て入力 され たデ ー タに も入力 ミス

が あ るの が通常 であ る。特 に、 日本 語 の入力 で は漢字の変 換 ミス や熟語 の覚 え違 い な どで入

力 ミスが発 生 しやす い。 そ こで、 これ らの ミス を見 い 出す とと もに修 正 す る ための 日本 語 単

語 チ ェッカー を作 成 した。 図6.1-2に 作 成 した 日本 語単 語チ ェッカ ーの フ ロー図 を示す 。

[=]は 人による判断・た・修正

図6.1-2:日 本 語 単 語 チ ェッ カ ー の フ ロ ー
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[単 語 の定義]

この 日本 語単語 チ ェッカ'一の単 語 とは 、連続 す るデ ー タの種 類 の変 わ り 目を区切 りど した

塊 で あ る。す なわち 、全角 漢 字 、全 角 平仮 名 、全 角 カタカナ、全 角 英字 、全角 数 字 、全角記

号 、半角英 字 、半角 数字 、半 角記 号 、ス ペ ース の連 続 の変 わ り目を切 れ 目 とす る。

[日本語 スペルチ ェッカーの仕様]

この 日本語スペルチェッカーでは、入力テキス トから単語を切 りだしその単語が既に辞書

にあればその単語は正 しいものと判断 し、辞書になければその単語について登録するか、あ

るいは修正 して登録するかを選択 した後、辞書に追加 し、最後に修正後のテキス トを新たに

出力するものとしている。

[辞 書構 造]

辞 書 の構造 は、各単 語 の 先頭 の 文字 コー ドの1バ イ ト(10進 数)を そ の ま ま名 前 に した

フ ァイルに追加 して い く方法 と した。現 在 の ワ ークステ ー シ ョンの性 能 では 、 この方 法 で も

速 度 的 ・容 量的 な問題 は特 に生 じない 。図6.1-3に 辞書 デ ィ レク トリ内の フ ァイル一覧 を、図

6.1-4に 先頭 の漢 字 コーーードが$A5で あ る コー ド(カ タカナ を表す)の 辞 書 フ ァイ ルの 内部例 を

示 す。

、回

図6.1-3:.日 本 語 単 語 チ ェッ カ ー の 辞 書 デ ィ レク ド リ内 の フ ァ イ ル 一 覧
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図6.1-4:日 本 語単 語 チ ェッカーの辞 書 フ ァイル 内の様 子

・Prologデ ー タベ ー ス への変換

OCRで 取 り込 み 、 ワー クステ ー シ ョンに転 送 された コー ド化 テ キ ス トデ ー タ コー ドをプ

ロ ログ のデ ー タベ ース と して用 い るため にはプ ロログ の事実 と して表 記す る必 要 があ る
。 同

じパ タ ー ンの コー ド化 テ キス トデ ー タを大量 に扱 う本 シス テ ム にお い ては この 変換 にC言

語 に よる専 用 の変換 プ ログ ラム を作 成 し用 い る こ とに した。 この変換プ ログ ラム は基本 的 に

は文 字列 を切 りだ し、あ るい は追加 して所望 のプ ロログデ ー タ に変換 す るが 、原 本 となる印

刷 テ キス トの様 式 が各機 関 に よって様 々で あ るため 、各 印刷 テ キス トに応 じた変 換プ ログ ラ

ムが必 要 とな る。

しか し、同一機 関 の 同一 出版 物 は改訂 が あって も以前 もの比 較 して内容 や構 成 が大 き く変

更 され る こ とは少 ない と考 え られ るの で 、各 機 関 につ いて一度 変換 プ ログ ラム を作 成 してお

け ば二 度 目か らは比較 的 容易 にプ ロ ログデ ー タベ ース を作 成 で きる と考 え られ る。

図6.1-5に 変換 前 の講 義 要 目デ ー タ例 、図6.1-6に 変換後 の 講義 要 目デ ー タ例 を示 す。
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,1,

第2部,1,機 械 系学科全教官,'材 料 力学 流れ学

離籍 灘鷺 洲
竃9多日繋i㌻ぎ 簿

類義曇鑓織鍛遠雷鍛Ny

図6.1-5:変 換 前 の講義 要 目デ ー タ例

羅 科全教官,['材料が学1
0,1991).

繊 累学繊 官,「材糊 学,5巖 灘 魏 夢裏

購鰻i難欝欝

學1 電
']
,scOO1

第2音 β,1八

2'],scOO1

図6.1-6:変 換後 のプ ロ ログ講義 要 目デ ー タ例
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6.2オ ンライ ンサ ー ビス実施の ための作業環境 と作業過程

本 システ ムは オ ンラ イ ンのデ ータベ ースサ ー ビス をKIDS(KeihannaエnteligentPatabase

旦ystem)と い う名称 に よって 、 関西 文化 学術 研 究 都 市(学 研都 市)の 研 究 交流 を支i接す る第

三セ ク ター、(株)け い はん なが運 営 を行 なってい るパ ソ コ ン通 信 ネッ トワーク 「け い はん な

ネ ッ ト」 な どを介 して、行 な う予 定 であ る。

図6.2-1に オ ンラ イ ンサ ー ビス実施 のため の作 業 環境 お よび ネ ッ トワー ク構 成 を示 す。

'

織忽
;[=}/レ"r

國
煕

煕 /圏
[三 コ＼ ≧

～ 瓢先.

図6.2-1:け い はん なネ ッ トの構 成 お よび開発 環境

本 シス テ ム は 、 図6.2-1に 示 す よ う に、け い は ん なの ワー クス テ ー シ ョン"gOO3"(NEC

EWS4800)を デ ー タベ ー ス専 用 サ ーバ と して実 際 のサ ー ビス を行 な う。最 終 的 な作 業 過程

と しては 、阪大 鈴木研 究室 で構 築 を行 なった システ ムのプ ログ ラムお よびデ ー タを このマ シ

ンに転送 す る こ とが必 要 とな る。 しか し、セキュ リテ ィ上 の問題 か ら直接 この マ シ ンに転送

す るの で はな く、同 じけ い はん な ネ ッ ト上のマ シンで9003と 同機 種 であ るfoyerに 、本研 究

室 か らInter-Netを 介 して フ ァイル転 送(ftp)を 行 ない 、そのマ シ ン上 でテス ト ・デ バ ッグ を

行 な うこ と と した。

本研 究 室 内 にあ るデ ー タベ ー ス シス テ ムのプ ログ ラムお よ びデ ー タの転送 か ら、実 際 の

サ ー ビス の運用 まで の作 業 過程 を図62-2に 示 す。
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図6.2-2:作 業 過 程 フ ロ ー 図
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6.3オ ン ラ イ ン利 用

図6.3-1か ら図6.3-3に 実 際 に阪大研 究 室 内 の ワー クステ ー シ ョンか らInter-Netを 介 して

オ ンラ イ ン接 続 を行 な って か ら、本 システ ム を起 動 す る まで の画面 を示 す 。

1{1㌶ll鱗議1∵
1撫踏㌶誌1雨雪了窪欝高曇e亘モ
TEY:07749-5-5111

1nfosaa|に つ い て の お 問 合 せ は …

㈱ けいはんな遇 輪1レ 細)ま で

TEL:07749-5-5026

図6.3-1:け い は ん な ネ ッ トの 初 期 画 面
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図6.3-2:け い は ん な ネ ッ トの メ ニ ュ ー 画 面
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鷺 望粥 。ント.オ リ.。 テー 。。ン.デ 一夕ペー。 シ。テム

イニ シ ャル メニ ユ一

文蹴 †仕方t:は次の3通 りがあります・番号を選んでリターンキーを押し

舞1誌 憂欝i:ご㈱
終了

図6.3-3:本 シ ス テ ムKIDSの イニ シ ャ ル メニ ュ ー

ネットワークをあるいは公衆電話回線を利用 して受けられるデータ案内サービスは、第4

章お よび第5章 で説明 したローカル利用の場合 とネットワークの通信速度の制限を受けるだ

けで内容は何 ら異ならないので、説明は省略する。
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第7章 構築 したシステムの特徴 と評価

構 築 したシス テ ムの特徴 お よびオ ンライ ンのテ ス トを行 なって得 られた成 果 は、以 下の通

りで あ る。

(1)提 供 デ ータ ・情 報

異分 野学 習 あ るい は研 究 を行 うに当 た って重要 とな る知識 ・情報 ・ノ ウハ ウの提 供サ ー ビ

ス を行 う知 的 オ リエ ンテ ー シ ョン ・デ ー タベ ース システ ムの実 現 に は種 々のデ ー タ ・情 報が

必 要 とな る。本 システ ムが提 供 すべ きで あ る と決定 され たデ ー タ ・情 報 は以 下の通 りで ある。

(a)大 学 ・学部 ・学科 お よび大 学 院 ・研 究科 ・専 攻 に関す る情 報 。

(b)各 大学 ・学部 の履 修 要覧 に記載 の情 報

(c)各 大 学 院 ・研 究科 の履 修 案 内 に記 載 の講義 ・講 座 お よび研 究者 情報

(d)研 究 者へ の ア ンケ ー トあ るい は イ ンタ ビュー に よる論 文

(e)キ ー ワー ドに よる検 索 にお け る同義語 の検索 もれ を防 ぐ ため、専 門分野 に も対 処可 能

な同義語 辞 書(キ ー ワ ー ドは英 語化 され てい る もの もあ るの で 、科学技 術 用英和 辞 書

も必 要)。

これ らのデ ー タ ・情報 は現在 の とこ ろ既刊 の出版 物 か ら取 り込 まなけ れば な らな い。そ こ

で 、 この大量 印刷 デ ー タ をOCRを 用 いて 、デ ー タベ ース化 を行 なった(6.1節)。 大 阪 大学工

学部 お よび大 阪大 学大学 院工学研 究 科の上 記の(a)、(b)、(c)の デ ー タについて はデ ー タベ ー

ス化 が終 って い る(収 集 したデ ー タ量 は1Mbyte強 となってい る)。 また、6.1節 で述べ た 日本

語単 語 チ ェッカー辞 書が 持 っ て い る語 数 と して は207kbyte程 蓄 積す る こ とが で きた。現在 、

実 際 のオ ンラ イ ンサ ー ビス に向け て京都 大 学 、奈 良先端 大学 院大 学 のデ ータな どを収 集 して

い る途 中であ る。

(2)デ ータベ ー ス管 理 システ ム の開発 言語 とス キー マ

本デ ー タベ ース システ ム の構 築 にあ たっ て は知 識工 学 的手 法 の適用 の容 易 さを考 慮 して、

2.3節 で述べ た ように、 シ ステ ムの構 築 言語 と してProl・gを 用 い た。対象 デ ー タの構造 が多

種 多様 な構 造 を持 つ こ とは2.4節 で述べ た とお りであ る。 さらに対象 デ ータ をPr・1・9に お け

る事実 と して記 述 で きる こ とを述 べ た。 また、Pr・logの 不定 長の リス ト機 能 を利 用す る こと

に よ り、複 雑 な構 造 を持 つデ ータで もその まま に近 い形 で容易 にデ ー タベ ース化 出来 る こと

も示 した。3.3節 で は各 プ ロログデ ー タ を基礎 デ ー タ と して 、これ らのデ ー タ を直接 に、あ る

い は これ らのデ ー タを組 合 わせ て利 用す る こ とによ り、種 々のデ ー タ検索 を容易 に行 うこと

を可能 とす る新 しい内部 デ ー タを、Prologの 定 義機 能 を用 い て生成 ・利 用 で きる こ とを明 ら
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かにした。なお、収集されたデータはすべてそのまま知識ベースとして利用可能な形態とな

るので、単独にも多様な利用が可能となる。このほか、単独のデータでは提供不可能な高度

な内容の情報をユーザーが必要とする場合でも、システムが種々のデータを組み合わせて加

工することにより作 り出 して、提供することも可能となった。

(3)逐 次 メニュー方式による案内サ ービスシステムの開発

従来のデータベースのコマンドやキーワードによるデータの検索は検索の効率は高いもの

の、初心者には必ず しも便利 とは言えない側面を持っている。本システムでは、データベー

スの性格上ユーザは利用が始めてでデ ータベースシステム利用法 を知 らない場合が多いと

予想される。このため、本システムの初めての利用者でも本システムの機能を十分に使いこ

なせるように、知識工学的手法を適用 して、システム利用に関するノウハウ的知識のデータ

ベース化を図ったユーザフレンドリーなシステムを実現することにした。まず、初心者向け

の検索方式として、逐次対話型のメニュー方式によるデータベース利用により、初めての人

でも必要 とするデータを容易に検索できるシステムとするための種々の創意工夫をこらした

検索方式を開発 した。本システムでは階層的に順次提示される各メニュー画面において、検

索支援関連情報を知識ベース化 した知識ベースに基づいて、必要 と考 えられる情報が一覧

表示されるようになっているので、キーワードによる検索を除いて、基本的にはシステムの

メッセージに従って該当の数字を入力 していけば希望の情報を知ることができるようになっ

ている。

構築 した逐次メニュー方式のデータ案内サービスシステムは以下のとおりである。

(a)大 学(大 学院)構 成学部(研 究科)名 や学科(専 攻)名 、学科定員数な どを紹介する大学 ・

学部 ・学科(大 学院 ・研究科 ・専 攻)案 内サー ビス

(b)各 大学の講座の研究ス タッフ、研究分野および現在進行中の研究テーマについて紹介

するだけでなく、研究テーマについてのキーワードによる講座の逆検索 も行うことが

出来るような大学の講座案内サービスシステム

(c)第 一線で研究 している大学の助手 を含む研究者、学者の所属、地位、研究テーマなど

の紹介を行 うことのできるような研究者案内サービスシステム

(d)大 学(大 学院)、学科(専 攻)な どを指定す ると、その学科(専 攻)に おける授業科 目名、

必要単位数、授業内容の概要などを紹介する科目履修案内サービスシステム

(e)各 研究者による各 自の専 門分野 における発表論文群などの文献紹介 を行うことのでき

る専門分野(文 献)案 内サービスシステム
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(4)一 括対話方式 による案内サ ービスシステムの開発

本システムで採用 したメニュー方式によるデータベースの利用は初心者でもデータベース

を容易に利用できるという利点がある反面、2回 目以降の検索の時はメニューの階層をたど

るのが面倒であったり、人によっては思考方式に合わない部分があったりする。また、あら

か じめ想定 したデータの検索 しか出来ないという短所 もある。このため、本 システムでは、

メニューを横断的 ・垂直的に一括 してたどって検索を行うことの出来る一括対話方式による

対話型案内方式も開発 し、提供可能な情報の中の各項目を任意に組み合わせた情報を簡単に

検索できることを可能 とした。

「

区亘 部'学科・大鷲 研究科・熟 ≠一"一 一"

▼

1慧熟
機 関 ・

一=

「

一寸一 一 「

蘂隈熟 人i
」

科目履修
べ

●

τ

繍
1蕪≠

学習 ・研究分野

組織

一括対言言方式による

案内サービス

図7-1各 種 案 内サ ー ビスの 関連 図

逐次 メニュー方式 における各案内は、図7-1に 示す ように互 いに関連 しあっている(例 え

ば、大学 ・学部 ・学科の案内サービスは講座案内や科目履修案内を受けるのに必要、講座案

内サービスは研究者案内サービスを受けるのに必要、研究者案内サービスは科目履修案内や

専門分野案内を受けるのに必要である)の で、必要 な情報 を得 るの に何 回か繰 り返 して検索

しないと得 られない場合も多い。これに対 して、一括対話方式ではこれらの枠組をなくして

いるので、より多様で柔軟な検索要求に一回の検索で対応することが可能 となる。

短所 としては、検索の実行処理速度が遅いことが挙げられる。これは、Prologの 言語の特

質 として、対象 となるデ ータの全てに対 して検索が行なわれているためである。 しかし、本

システムでは、システムの特質上、不定型多種のデータのデータベース化を原則 としてお り、

膨大量データのデータベース化を行なうことは想定していない。このため、本システムで必要

と考えられるデータ量を考慮すると、このことは特に大きな問題になることはないと思われる。
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(5)シ ステ ムのデ ータ検 索 フ ロー

図7-2に 開発 した本 システ ムのデ ー タ検索 フ ローを示 す。図 に示 す ように本 システ ム では、

イニ シャル メニュー(初 期 メニュ ー)か ら逐次 メニ ュー方式 の メニュ ー画 面 または一括対 話方

式 メイ ン画面 にジ ャ ンプ し、 ここか ら各 種 の案 内サ ー ビス を受 け る よ うに構 成 され て い る。

また、各種 の案 内サ ー ビス を受 け る に当 た っては 、種 々の支援 を システ ム よ り受 け れ る よ

う に、シス テ ム内 には種 々の知識 ベ ース が構 築 され てお り、必 要 に応 じて随 時参照 され る よ

うにな って い る。

構 築 され た知識 ベース は 、府 県名 に関す る知識 ベ ース 、市 町村 名 に関す る知 識ベ ース 、地

位 に関す る知識 ベ ース 、著 者 の英 文表 示 の知 識ベ ース 、専 門用語 同義語 お よび和 英 同義語 の

知 識 ベ ースの5種 類 であ る。

舎

各サブメニューごとに定義
されたスキーマをもとに検索

↓

キーワー ド検索 の指定が

あればキーワー ドの入力

データ

必要に応じて随時参照

各種Prolog

ラ イ ブ ラ リ

(入 力用 、出 力 用 、etc

}t

.図7-2シ ス テ ム の デ ー タ検 索 フ ロ ー
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(6)イ ンテ リジ ェン ト機 能

各 種知 識 ベ ース を利用 して本 システ ム内 に実 現 され たイ ンテ リジェ ン ト機 能 を列 挙 す る と

以 下 の とお りとな る。

●収集されたデータはすべてそのまま知識ベースとして利用可能な形態 となるので、単

独で も多様な利用が可能となる。さらに、ユーザの要求する情報を種々のデータを組

み合わせて有機的に新たに生成 し、提供することも可能となる。必要 となる組み合わ

せデータは要求されたときに生成されるので、データとして記憶 しておかねばならな

い情報は顕著に節約 され、記1意容量がわずかで済む。 このほか、単独のデータでは提

供不可能な高度な内容の情報 をユーザーが必要としている場合でも、システムが種々

のデータを組み合わせて加工することにより作 り出して、提供できる。短所 としては、

データ生成に時間を要するので、情報検索の応答性が悪 くなる欠点がある。ただし、プ

ログラムの構築が簡単でデータの保守 ・更新が容易となる利点がある。

●不確定文字?や 不確定文字列*を 使用することがで きるので、人名や国際学会名など曖

昧な情報、曖昧な記憶 しかない場合にも容易に情報検索することができる。また、正

確な情報を有 している場合には、入力の省力化が図れる。

●複雑な論理式をそのまま解釈出来るので、高度な論理式を用いて効率よく必要情報を

検索出来る。

●知識ベースとして専門用語の同義語および和英同義語辞書 を持ち、同義語 をユーザに

提示 し、使用するかどうか確認するようにしているので、キーワード検索時に検索 も

れが生 じにくい。ただし、収集された同義語はサ ンプル的であり、これを充実する必

要がある。

●知識ベースとして著者名の英文表示辞書を持っているので、日本語の著者名から英文

の文献も検索出来る。

●知識ベースとして、府県名や市町村名に関する辞書や人の地位に関する辞書を有 して

いるので、利用が便利 となる。

・ 情報 の入 力 にお い て 、"大 学"、"学 部"、"学 科"な ど、 システ ムが判定 出来 る語句

は、ユ ーザ が入 力 しな くて も、 システ ムが 自動 的 に判定 す る よ うに してい る。 これ ら

の機 能 はユ ーザ に余 計 な負担 をか け ないため 、ユ ーザ がス マ ー トに本 シス テ ム を使 い

こなす こ とを可 能 とす る。
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(7)オ ンラ イ ンサ ー ビスの実施

本 システ ムはオ ンラ イ ンのデ ータベ ースサ ー ビス をKIDS(Keihanna1nteligentDatabase

旦ystem)と い う名称 に よって 、関西 文化 学術研 究都市(学 研 都 市)の 研究 交流 を支援す る第三

セ ク ター、.(株)け い は んなが運 営 して いるパ ソ コ ン通信 ネ ッ トワ ー ク 「け い はん な ネ ッ ト」

な ど を介 して 、行 な うこ とにな ってい る。図7-3は 「け い はん な ネ ッ ト」の メニ ュ ー画面 を

示す 。

オ ンラ イ ンサ ー ビス に向 け ての試 験 運用 を行 ない 、プ ログ ラム やサ ー ビス 内容 につい て 、

多 くの修 正 ・改 善 を行 なった。そ の結 果 は これ まで に説 明 した シス テム 内 にす べ て反 映 され

てい るの で 、修 正 内容 の 詳細 な説 明 は省 略す る。一
[>khvρ1>㎞1] 一

トップメニュー

撫 靴1::∵ll:1璽←
[BVE]ね っとば一どを終了する

{{`呈 扉藷竃 違 露 量き二i歎}}

して さい`
蛭 ■嬢 ■

図7-3け い はん なネ ッ トの メニ ュー画面

本システムでは付録1に 示す ように利用者の文献デ ータ登録のモードが設けられている

が、オンラインによるサービスが実施 されることにより、最新の文献データが利用者自らの

入力により蓄積されるので、本システムが最新の文献情報の交換の場として活用 されること

も期待できる。
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第8章 おわ りに

本研 究 で は 、異分 野 学習 あ るい は研 究 を行 うに当たって重要 となる知識 ・情 報 ・ノウハ ウの

提供 サ ー ビス を効 率 的 に行 な うこ との で きる よ うな、イ ンテ リジ ェ ン トな オ リエ ンテ ーシ ョ

ン ・デ ー タベ ース シス テ ム を構築 し、そ の実用稼 動 性 を確 証す る と ともに、サ ー ビス 内容 、

操作性 、利 用 上 の問 題 点等 につ き、検 討 ・修 正 ・改 善 を行 った。

本 システ ム のサ ー ビス対 象 としたデ ー タ ・情 報 は以下 の通 りであ る。

(a)大 学 ・学部 ・学 科 お よび大 学 院 ・研 究科 ・専 攻 に関す る情報 。

(b)各 大 学 ・学 部 の履 修 要覧 に記載 の情 報

(c)各 大 学院 ・研 究科 の履 修 案 内 に記 載 の講義 ・講座 お よび研 究 者情 報

(d)研 究 者 へ の ア ンケ ー ト、イ ンタ ビュー あ るい は直接 書 き込 み に よる論 文 情 報

本デ ー タベ ース シス テ ム の構 築 に当 た って は、 ワ ー クス テ ー シ ョン(NECEWS4800)上

に構 築 し、 シス テ ム構 築 言 語 と して はPrologを 用 い た。Prologの 不 定 長 リス ト機 能 な らび

に定義推論 機 能 を利 用す る こ とに よ り、多 種多様 で複 雑 なデ ー タ構 造 を持 つ対 象 デ ー タ ・情

報 をその ま まに近 い形 で容 易 にデ ータベ ース化 す る こ とが で きた。 ま た、単独 のデ ータでは

提 供不 可能 な情 報 で も、種 々のデ ー タを有機 的 に結 合す るこ とに よ りユ ーザ に提 供 す る こ と

を可 能 と した。検 索 時 に必 要 に応 じて種 々のデ ー タが有 機的 に組合 わ さ り、ユ ーザ の要 求す

るデ ータが 生成 され るの で 、システ ム 自体 が 記憶す べ きデ ー タ量 は著 し く少 な くて済 む。 な

お 、デ ー タベ ース化 され たデ ー タはそ の まま知識 ベ ース と して利用 可 能 な形態 とな る。

本 システ ムのサ ー ビス 案 内方 法 と しては、逐次 メニュ ー方式 と一括対 話 方式 の2つ につい

て開発 を行 な った。逐 次 メニ ュー方式 は 、初心 者 で も容易 にデ ー タの検 索 が で きるこ とを可

能 と し、一括 対 話方式 では 、よ り多様 で柔軟 な検 索要 求 に対す る効 率的 な検索 を可能 と した。

さ らに各種 知 識 ベ ース を構 築 し、利用 者 の検 索 を支 援す るこ とによ り、デ ー タベ ース利 用 の

初 心者 に も使 い易 い システ ム を構 築 した。

本 研 究 の遂 行 の結 果 、[1]異 分野 学 習 あ るい は研 究 を行 うに当 た って重要 とな る知 識 ・情

報 ・ノウハ ウの提 供サ ー ビス を行 う知 的 オ リエ ンテ ー シ ョン ・デ ー タベ ース シス テ ムのサ ー

ビスの 内容 お よび有 用 性 を明 らか にす る こ とが 出来 た。[2]提 案デ ー タベ ース シス テ ムの本

格 的実用 シス テ ムが構 築 され た。[3]シ ステ ム構 築 の過程 な らび に オ ンラ イ ンの試 行サ ー ビ

ス を行 ったテ ス ト結 果 か ら、本 システ ムの操作 性 、サ ー ビス 内容 等 に多 くの修 正 を加 える と

と もに、改 善 を図 る こ とが 出 来 た。[4]情 報 ネ ッ トワー クサ ー ビス 「け い は ん なネ ッ ト」等

の ネ ッ トワー ク を利 用 して、 オ ンライ ンに よ り実 際 のサ ー ビス を行 うこ とが 出来 る こ とが確

認 され た。
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今後予想 される効果を列挙すると以下のとおりである。オンラインによるデータ案内サー

ビスが実施 されるめで(1)大 学の研究者 間あるいは大学 と企業の研究者相互の交流が促進さ

れる。(2)大 学や公的な各種研究機関で研 究 している研究者にも有用なデータベースシステ

ムとなり、我国の先端技術の一層の発展に貢献出来る。(3)生 涯学習 を行 う上で有用な指針

を提供 できるシステムとして利用で きる。(4)大 学へ進学する高校生の勉学、学習目的に適

した大学選択のための重要情報を与えることが出来る。また、インターネットなど国際ネッ

トワークで利用できるようにすると、海外で、我国への留学生が留学先の大学や研究室を選

定するのに利用できるので、情報の国際化にも貢献出来る。
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付録

1.ユ ーザ による直接書 き込 み機 能

ユーザはシステムが持っていない種々の知識を有 している。この知識をシステムに移植す

ると、システムはよりインテリジェントなシステムに成長していくことが出来る。例えば、

研究者は自分の専門分野における専門術語に精通 しており、ある専門術語の同義語 となる術

語もよく知っている。また、日本語の論文といえどもキーワードは英語が用いられている学

会誌は多いが、専門分野外の人にとって英語の専門術語はよく分からない場合が しばしばあ

る。したがって、日本語のキーワードで入力 して文献を検索する場合、該当文献がヒットせ

ず、検索 もれ となる恐れもある。

本システムでは、このような理由から専門用語の同義語辞書および和英同義語辞書を備え

ることとしたのは、3.5節で述べた とお りである。 しか し、既存の同義語辞書や専門用語和英

辞書では、不十分な場合 も多い。このため、研究者により専門用語の同義語や英語の科学技

術用専門術語に対応する日本語の術語を直接入力 してもらうことができれば、システムはよ

りインテリジェントとなり、本システムの有用性はより高まるものと考えられる。

さらに、既存の文献検索では文献が発表されてから、文献検索サービスで文献が検索出来

るまでには、時間遅れもある。しか し、文献発表者がオンラインで直接書 き込むことができ

るとこの時間遅れは少なくて済む。また、文献の紹介も本人が直接する方が誤りも少ないと

考えられる。そこで、本 システムでは異分野の文献を紹介する研究者がオンラインで直接書

き込むことができる機能を開発 した。

このように、オンラインで直接書 き込むことの機能に対する必要性は高いと考えられるが、

ここでは、本システムに実現した文献を紹介する研究者がオンラインで文献データを直接書

き込む(追 加す る)こ とので きる機能 について説明する。

以下の図A.1-1と 図A.1-2は 、本システムにおいて どの ように文献データ入力モードへ入る

かの入り方を説明した図である。図A.1-1は4章 で示 した逐次 メニュー方式の専 門分野(文 献)

案内サ ービスメニューと同 じである。このメニュー画面において、図に示す ように"ronbun

input"と 入力する と、文献デ ータ入力(変 更)モ ー ドへ入 るためのパスワードの入力を要求

され、パスワードが正 しいと、図A.1-3に 示す文献デ ータ入力(変 更)モ ードの〆ニュー画

面が表示 される。これは、文献登録の許された人のみが登録出来るようにするためである。
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図A.1-1:文 献 デ ー タ入 力 モ ー ドへ の 入 り方

面e.(ret't)t 固

『一夕蜘 ニューに入ります・

図A.1-2:文 献デ ー タ入力 モー ドへ 入 るため のパ ス ワー ド入 力画 面

已le,(ren)t 日]

駕㎜ 駕灘 額累累鷺累累累累累累累累蹴

番号難 ‡嬢 薮 を押して下さい!

0入 力 モ」 ドの終了

1… -HO正 〉■

図A.1-3:文 献 デ ー タ入 力 モ ー ドの メニ ュ ー 画 面
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図A.1-3に お い て"1"を 選 択 す る とエデ ィタが 立 ち 上 が り、文 献 デ ー タの 入 力 画 面(図A.1-4)

と な る 。

欝繁 嬰曇日鎌瀬 覇抗 護 責盟㍍ ワ}

1霧鐘竃総驚三－
C七n+P(Pneviousline)

(Backwand)C七n+b<一 ーテCtr+f(Fonuand)

翻c繋 璽竃 難 軽 きは…キー
(響 齢
纏 耀 翻 注意・て下知

2."donoteditthisline"と コメントが入っている行は

編集をしないで下さい。

‡*****京 ‡**‡******‡**‡****************

【著 者 名(白N)の 入 力 】(1行 に つ き1人 を 入 力 して 下 さ い)
AN--writebelou七hisline(donoteditthislirw∋)一 一

θトトーuriteabovethisline(donoteditthisline)一

‡**享享京■京**寒 寒京*寧*京***享**享 ‡*享*京**富 来*東京*

【文 献 題 目or)の 入 力 】(全 角 で100文 字 以 内)

TT--wnitebelow七hisliru∋(doruコteditthisline)一 －

TT--blniteabovethisline(donoteditthisline)一

‡**‡**料(**‡**8***8**‡******‡*‡*‡**‡**

【発 表 機 関(POL)の 入 力 】
POL--wnitebelowthisline(donoteditthisline)一 －

P〔‖_-Nniteabovethlsllne(donotedi七thisline)一 －

kids-0

図A.1-4:文 献デ ー タ入 力用 エデ ィタの立 ち上 が り直後 の画 面

文献 デ ー タの各 項 目は、 図A.1-4の エデ ィタ画面 上 で指定 の され た箇所 にカーソ ル を移 動

し、 そ こで入 力 を行 な う。エデ ィタを抜 け 出 したい ときは[Esc]キ ーの入 力 を行 な う と、画

面 の下 に図A.1-5に 示 す よ うな メッセ ー ジが表 示 され るの で、 そ れ に従 えば良 い。
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kids-0

//ノノe;end c:centinueh‡help口

図A.1-5:エ デ ィ タか ら の メ ッ セ ー ジ 表 示 例

図A.1.5に お い て"h"を 入 力 す る と図A.1.6に 示 す ヘ ルプ 画 面 が 表 示 さ れ る 。
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カ ー ソ ル の 移 動 は 以 下 の よ う に な っ て い ます 。

Ctr+P(Pneviousline)

(Backwand)C七p+b<一 一>Ctn+f(Fonwand)

覆羅C難 竃 》修羅 いときは』キー

繊霧舗
石=劣1雛竪量面z雀羅

㌶lll熱_

鋼1纏 竃鰻 登R綴

((((そ の 他 の 機 能)))
Ctn+aカ ーーソ ル

C七Ne

CtNV爪

CtNZホ

Ctn+jる

C七n+l

Ctn+h,BS

Ctn+d

Ctp+k

Ctひ 姐

Ctn+yCtNk,C七rWで

の前に挿入

Ctr斗sESC

CtNrESC

Ctn十sCtr十sじ

Ctr・+rC七n+rじ

((((入 力 例))))

kids-1

[smCE-一 次 画 面,p-一 前 画 面,q-一 一di力 画 面 終 了]■

図A.1-6:ヘ ルプ 画 面
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図A.1-4の エ デ ィ タ上 に お い て 文 献 デ ー タ の 各 項 目 を入 力 した例 を 図A.1-7か ら図A.1-13

に示 す 。

1司txret?n 凹

***享***零*******************‡*‡******‡

【著 者 名(rw)の 入 力 】(1行 に つ き1人 を入 力 して 下 さ い)

θN--wri七ebelowthisline(doruコteditthislin8)一 ー

i
唱

欲

水

泳

O
l
Z

Z

S

釦

㌔

◆

◆

.

D
■
V

Y

AN--wniteabovethisline(donoteditthislir旧)一 －

kids-0

[一ー一]

図A.1-7:文 献 著 者名 の入 力例

同 ε囎 γ}1 凹

8*享t**亭 亭*享8*享8***享 京*****享****‡****享**

【文 献 題 目or)の 入 力 】(全 角 で100文 字 以 内)

TT--wnitebelewthisline(domコteditthisline)一 一

歌 誌 農 冨9B瓢 。㌣霊'監 謬'naCO2"ReCMe"ngG'oba'

TT--wr'i七eabovethislirli∋(donoteditthisline)一

享家家亭亭‡零8*******塞 享零京享享**塞享宴*8*‡ ホ8***塞*

kids-0

[一ー一]

図A.1--8:文 献 題 目 の入 力 例
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割 蝋 ρ冶 i剴

*************‡**********享************

【発 表 機 関(POL)の 入 力 】

P〔L・・一・・rit・b・1・ ・
、thi・1i・e(d・ne't・ditthi・1ine)一 －

Pnoceedingso干the12thIFRCN〔mldCo㎎pess

POL--uPiteabovethisline(dono七edi七thisline)一 一

***‡**享**‡***本***‡**‡***‡**求******‡**

■
kids-0

[一 一]

図A.1-9:発 表機 関の入 力例

161e.Utenn. .、t、t..、、.、

【巻号　 ]繋 懸
　読編 磁 晶可です)

VNPL--blnitebelovthisline(donoteditthisline)一 一

奪>Vo1・7
ペ ー ジ>pp.541/544

Vト‖コL--blniteabovethislim∋(donoteditthisline)一 一

享*亭亭*率‡***享**‡****************‡***享*享

[一一]

図A.1-10:巻 号 ペ ー ジ の 入 力 例
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t]e.Uten}・ 、 、 ・ ・一 ・・・・・…1、 こ ・,・'・,

**京 享***享**********京 家******京**********

【発表年馴 の入力】灘 鞭 議 縫 職

YM--wni七ebelow七hisline(donotedi七thisline)一 －

Year>1993

Mcmth>■

YM--wniteab⊂wethisline(donoteditthiSlirve)一 一

凹

[一]

図A.1-11:発 表年月 の入力 例

劃e.Ute?n

‡*‡ ‡‡*累 累零‡享**‡ 享*享 ‡**‡***‡**‡***‡**享*‡

、藩 鑑i劉 謬C鵬 主lline)一－

CO2回 収

蘇 鮎 ル

柔`翌 謀 竺ゴクル発電

閂

K同_一 －wniteabove七hisline(donoteditthisline)一 －

kids-0

[一 一一]

図A.1-12:キ ー ワ ー ド リス トの 入 力 例

91・



璽e.ttel?n 巨

******経**************本**************

【文 献 の 注 釈(PCL)の 入 力 】(省 略 可)

PCL--writebelow七hisline(dono七edi七 七hisline)一 一

纏魏灘籔竃璽鰭 指ぱ暢て
PCL--uPiteabovethisline(donotedi七 七hisline)一 一

***‡**end*********

kids-0

図A.1-13:文 献 の注 釈 の入 力例

文 献デ ー タの各項 目の入 力が終 了 した後 、[Esc]キ ー を入力 し図A.1-5の メ ッセ ー ジ に従 っ

て 「e」を入力 しエデ ィタを終 了す る と、い ま入 力 した内容 の確 認 を行 な うこ とが で きる(図

A.1-14)。

Lejεηm}・

入 力内容の確認

妻讃姦自己16壁1邑1濫 割 えal:ll。。t、。nS』inaC。2-,e
cUcli㎎GlobalEnepgySystemBasedonSolarEnengy

纏舞 竃 曄 ・蹄 　 …}「'dCo　

㌫灘懸盤構
い る 。

灘繋 櫟㌍

INPUT _HODE>■

[一ー一]

図A.1-14:入 力 内容 の確 認 画面例

図A.1-14に お い て、 い ま入 力 した文献デ ー タを登録 す るか の決定 を行 な う。 こ こで、"1"
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を選択 す れ ば、文献 デ ー タの登録 を行 ない図A.1-3の 文献 デ ー タ入 力 モ ー ドメニ ュー画面 に

戻 る。"2"を 選択す れば 、す で に入 力 した内容 が残 され た状 態 か ら編 集 を続 け て行 な うこ と

が可 能 とな って い る。

文献 デ ー タの入力 か ら登 録 までの フ ロー図 を図A.1-15に 示す 。

文献 デ ー タ入力 モ ー ド
メイ ン メニ ュー

エディタ起動

著者名

発表機関
巻号ページ の入力
発表年月

キーワー ドリス ト
文献の注釈

ヘルプ画面

ESC+h

ESC+e

入力内容から
各項目の情報を取得

yes

fail

修正 を行なうか?

modify
SUCC

quit

no

入力内容の確認画面

save

データの登録

図A.1-15:文 献デ ー タ入力 か ら登録 まで の フ ロー

図A.1-3の 文献 デ ー タ入 力 モ ー ドンニュ ー画面 におい て"2"を 選択 した ときの 文献 著者 の

辞 書登録 につい て はc`1"を 選択 した とき とほぼ同様 なので 、説 明 は省 略す る。
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2.一 括 対 話 方 式 に お け る検 索 手 法 の 詳 細

3・3節(データ検索手法)に おいて、一括対話方式 で検索 を行なう際に必要となる定義方法

(以下 に示す⑤ 、⑥)に ついて説明 した。

αP.α 〃.dαta(〇 九・iceO・ ∂e,・4、,…,A。 、β 、,…,B。 、,0、,

・cんecた .datal'(0んoiceOode,・41,…,ん1),

c力ecん －data2(0んoiceOode,.81,一 ㍉1ヲn2),

…

.cんecえ.datαN(0力 ・乞c・C・de,Z、,…,・Z。N).・

,Zl,一,ZnN):一

⑤

check_datal(CんoiceCode,A1,

cんecた －dαtal(〇 九・乞ceO・de,A、,

check_∂ α舌α2(ChoiceOode,1ヲ1,

・ん・c熾t・2(0んbiceO・ ∂・β 、,

…
,An、)・-di・1(Oh・iceO・d・),!・

…
,An、):-datα1(、4{;…,An1).

・… β 。,):一 輪2(〇 九・iceO・ ∂e);!.

… β
。,):-datα2(Bl,….,B。 、).

c九ecた.dataN(〇 九・iceC・ ∂ε,Z、,…,Z。N)・-disN(0ん ・iceC・ ∂e),!.

cんecん.dataN(Cん ・iceO・ ∂e,Z・,…,Z。N):-datαN(Z、,…,Z。N).

⑥

⑤ 、 ⑥ の定 義 に よ っ て 、Oh・iceO・deの 情 報 を も と に 、 結 合 さ れ て い る各 デ ー タ に つ い て

利 用 す る か否 か を そ れ ぞ れ 判 別 し、検 索 に必 要 なデ ー タの み を選 択 し、'そ れ らを 組 み合 わせ

てデ ー タ ス キ ー マ を 定 義 して い く こ と は3.3節 で 述 べ た 通 りで あ る 。

まず 、⑤ のap.all.dataが 呼 び 出 さ れ る と、 ⑤ の2行 目 のcheck..data1を 実 行 す る 。

check.data1に よ り、dαtalを 利 用 す る か を判 別 す る 。check.datalに つ い て は 、 ⑥ の1行

目、2行 目 に定 義 例 を示 す 。

check.datalが 呼 び 出 され る と、 まず ⑥ の1行 目 とパ タ ー ンマ ッチ ング を行 な う。 こ こで 、

dis1(OhoiceOode)に よ っ て 、OhoiceOodeを 解 釈 し 、datalを 用 い る べ き か を判 断 す る 。

dis1(ChoiceOode)と い う述 語 は 、 この 場 合dαtalの 項 目の 中 に 、必 要 と さ れ て い る 項 目が 存

在 す る か ど うか を判 別 す る。用 い る 必 要 が あ る と判 断 しk;場 合 は ・dis1(ChOfceCode)と い う.

Pr・logの 述 語 は 、failし て バ ジク トラ ック に よ1り ⑥ の2行 目のcheck.datalを 実 行 し、これ に

よ りcheck.datal(OhoiceOode,・41,…,An、)はdatal(Al,…,An1)に 帰 着 す る こ とに な る。必

要 で な い と判 断 さ れ た 場 合 は 、dis1(ChoiceOode)の 実 行 は成 功 して 次 に カ ッ トオ ペ レー タ(!)

が 実 行 さ れ る の で 、こ れ以 降 バ ック トラ ック に よって2行 目 のdatalが 実 行 され る こ とは な い 。
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以 下 に、OhoiceCodeの 解 釈 の方 法 につ いて詳細 な説 明 を行 な う。

変数OhoiceOodeに つ い て説 明す る と、OhoiceCodeに はap.all.dataの 各 項 目

A、,…,Bl,…,1)、,… におい て、入力 されてい る項 目、 どの項 目を出力 したいの か 、 どの項

目が必 要 でない か な どの情 報 が含 まれ てい る。具体 的 に は各項 目に対 してそれ が必 要で あれ

ば1を 、必 要 で なけ れ ば0と い うコー ドを リス トと してOhoiceCodeが 保 持 してい る。

0力・iceC・de=[1,1,0,0,1,… …]

この リス トの要 素 はそ れ ぞれ 、順 番 にAi,A2,…,Zi ,…,ZnNに 対 応 して い る。

例 え ば、利 用者 によ りAiニa,B2=bと 、あ る項 目に対 して情 報が 与 え られ、それ に対 して

B4,Dlの 項 目につい て検 索 を行 な う場 合 には 、Al,B2,B4,Dlの 項 目に対応 す るOhoiceCode

の要 素 を1と して 、そ れ以外 の要 素 につ いては0と す る。

このChoiceCodeをdisk(ChoiceCode)と い う述語 によって解釈 し、datakの 項 目の 中 に、

必 要 とされ てい る項 目が存在 す る か ど うかの判別 を行 な う。例 えば 、dis1と い う述語 に よっ

て、datalを 用 い るため の条件 とOhoiceOodeを 比 較 し、 その条 件 に適 合 してい るか を診 断

す る。 その診 断内容 につ い て詳 し く述 べ る と、次 の通 りであ る。例 えば 、datalを 用 いる た

め の条件 は単純 にはapp.all.dαtaの 各 項 目におい てdatalの 項 目要素 であ るAl,… ,A.の 中

で 一 つ で も必 要 とされ た場 合(つ ま りOhoiceCodeでAl,…,Anに 対 応す る要 素の いず れか

が1で あ る場合)で あ る。 この ときのdis1の 定義 例 は

(注1)　
dis1([(?A、,…,(?An

、,一,…,一]):一[(?Al,…,(?An、]=[0,…,0]・一
(注2)

(注1)ChoiceCodeが パ ター ンマ ッチす る

(注2)dαtalの 各 項 目Al,…,Anに 対 応 す る コー ド(10rO)

と な る 。 こ れ は ・data1の 全 て の 項 目が 必 要 な け れ ば((2A 、,…,(?A-、 が全 て0)、dis1は 成 功

し、必 要 で あ れ ば(QA、,…,(?A n、の い ず れ か が1)dislはfailす る 。

しか し、 一 般 的 に は αp.α〃.datα の あ る項 目 は 、datakiの 項 目で も あ り、datak2の 項 目で

もあ る と い う重 複 した場 合 が しば し ば あ る 。 以 下 に 、 この と き の判 別 方 法 に つ い て 述 べ る 。

例 と して 、data2の 項 目 に お い て 、

Bk、,Bk、+1がdatak1,datαk4と 重 複

－Bk、 がdαtak2と 重複

Bk、 がdαtαk2,datak3と 重 複

して い る 場 合 に つ い て 説 明 す る 。 まず 重 複 して い な い 項 目(data2特 有 の 項 目)
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B・,…,Bk, 一、,Bk、+2,…,Bk、 一・,Bk,+・,…,Bk,一 ・,Bk、+、,…,Bm⑦

(た だ し 、1<kl<k2<k3<m)

の なか で、一 つで も必 要 とされた場合 、つ ま りこれ らの項 目に対応 す るChoiceOodeの 要素

Q8、,…,([?Bki.、,([?Bk、+,,… ・(?Bk2.、,(2B、、+、,…,(?Bk3-、,(?Bh、+、,…,(?B,n⑧

の う ち ひ とつ で も1で あ っ た 場 合 は 、他 の 条件 を 調 べ る ま で も な く、data2を 用 い る よ う判

断 を行 な う。 も し、⑧ が す べ て0で あ れ ば 、 次 に 重複 して い る項 目 に対 応 す るOh・iceO・de

の 要 素(?Bk
、,QB、、+、,(?Bk、,(?Bk、につ い て 調 べ る 。

こ こで 注 意 しな け れ ば な ら な い の は 、 デ ッ ド ロ ッ ク を防 ぐ た め に 、重 複 項 目が 用 い られ て

い る各 デ ー タ 間 で そ の 項 目 に お け る デ ー タの 優 先 順 位 を決 め て お か な け れ ば な ら な い こ とで

あ る。 一 つ の 例 を挙 げ る と 、QB、
2が1で あ り、 そ の 他 の 要 素 が す べ て0で あ る と き 、項 目

Bk、 を もつ デ ー タ はdαta2とdatαk2で あ るが 、 こ の 場 合 こ の 項 目 に お い て どち ら のデ ー タ を

用 い る か を判 別 す る要 素 が 他 には な く、デ ッ ド ロ ッ ク に陥 っ て し ま う。

優 先 順 位 の 決 定 につ い て は 、そ の 項 目 にお い てデ ー タ量 が 豊 富 な もの か ら優 先 と して い く。

例 え ば大 学 とい う項 目で は 、各 大 学 の履 修 案 内 にお け る 大 学 の 項 目 よ り も全 国 大 学 一 覧 の大

学 デ ー タ を優 先 と して い る。

仮 に優 先 順 位 を(た だ し1>>2>>3)

Bk,,Bk、+1に お い て1.data22.datak13.datαk4

Bk、 にお い て1.dαtak22.data2

Bk、 にお い て1.dαtak32.datαk23.datα2

と した と き、data2を 用 い る か を判 別 す る述 語dis2が 、 どの よ う に判 別 を行 な う か の フ ロ ー

図 を図A.2-1に 示 す 。
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da仁a2の 特有項目
に対応するコードが全て0

◎=【o,..つo】

Bk, ,ny,.・に

対応 す るコ ー ドが

すべ て0

datak1,datak4の 特 有 項 目

に対 応 す るコ ー ドが全 て0

図A.2-1:dis2の 判 別 過 程

この ときのdis2の 定義 例 を以 下 に示す 。dis2もdis1と 同様 に、

断 した場 合failす る。

dαta2が 必 要 であ る と判

(注3)

dis2
([一,QB、,・・,08m㌍ ・,硲、。ジ・,Q・、、デ・,Qk4S㌍ ・,Q夫4。デ・]一 ー 一)

(注4)(注5)(注6)

[QB1㌍ ・,Q・ 、、.、,Q・ 、、+、,・ ・,Q・ 、2.、,Q・ 、2.、,・ ・,Q・ 、,一 、,Q・ 、3+、,・ ・,Q・ 。]=[0,一 ・,0],

([(?Bk、,OB、 、+、]=[0,0]一
(注8)

(注7)
一>t・u・;¥+([Qk・

。,・・,Q・ ・,,Qk4s,・ ・,Qk4.]一[0,…,0]))・

)

)

)

)

)

)

)

　

　

　

　

　

　

　

注

注

注

注

注

注

注

(

(

(

(

(

(

(

ChoiceCodeが パ タ ー ンマ ッチ す る

datα2の 各項 目Bl,…,Bmに 対 応 す る コー ド(lorO)

datαk1の 特 有 な項 目 に対 応す る コー ド

datak4の 特 有 な項 目 に対 応す る コー ド

dαta2の 特 有 な項 目 に対 応 す る コー ド

dαta2,dαtakl,dαtαk4で 重 複 してい る項 目 に対 応 す る コー ド

¥+(α)は αの否 定 を表す 。

(b->c;d)はbが 成 功 す ればcを 、失敗 す れ ばdを 実行 す る
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